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３ 平成２９年度京都市景観市民会議 

 

「京都市景観市民会議」は，景観政策を継続的に進化させることを目的に，景観政策

に対する市民の皆様からの御意見を頂戴する場として平成２３年度から開催している

ものです。平成２９年度は，新景観政策１０周年記念事業として以下のとおり会議を開

催しました。 

 

日 時 平成２９年１１月１９日（日）１３：００～１６：３０ 

場 所 ひと・まち交流館京都 地下１階 

    京都市景観・まちづくりセンター ワークショップルーム１・２ 

参加者 市民公募委員１７名，有識者等１４名，傍聴者２０名  

テーマ 新景観政策１０年 

    京都から考える これからの歴史・文化・創造都市 

次 第 第１部 基調報告 

    第２部 ワークショップ 

    第３部 全体会議（総括） 

 

  
市民公募委員募集チラシ 傍聴者募集チラシ 
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平成２９年度京都市景観市民会議 委員名簿     （敬称略） 

  

 

※京都市景観デザイン会議：新景観政策の更なる充実を図るため，京都の優れた景観を保全し，

創出するための建築物等のデザイン基準等について，京都の建築設計に携わる専門家及び学識

経験者との恒常的な意見交換を行う会議。京都市景観市民会議には，毎年景観デザイン会議の

委員にも御参加いただいています。

区  分 氏  名 所属等 

トータルコーディネーター 門内 輝行 
大阪芸術大学教授 

京都大学名誉教授 

都
市
の
活
力
を 

 
 

 

生
み
出
す
景
観 

市民公募委員 

梅原 生羽  

森川 盟  

山本 茂博  

吉川 誠  

有識者 大島 祥子 一級建築士事務所スーク創生事務所代表 

京都市景観デザイン会議 下西 伊佐男 京都府建築家協同組合 

ファシリテーター 久守 一敏 ＮＰＯ法人 京都景観フォーラム 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と 

 
 

 

景
観
ま
ち
づ
く
り 

市民公募委員 

上出 圭一  

神戸 啓  

小西 宏之  

竹内 昌代  

有識者 杉崎 和久 法政大学法学部教授 

京都市景観デザイン会議 篁 正康 一般社団法人 京都府建築士会 

ファシリテーター 小林 明音 ＮＰＯ法人 京都景観フォーラム 

景
観
を
紡
ぎ
出
す
デ
ザ
イ
ン 

市民公募委員 

加藤 正浩  

西村 良子  

船山 喜美子  

渡邉 明日佳  

有識者 中嶋 節子 京都大学大学院人間・環境学研究科教授 

京都市景観デザイン会議 
名和 啓雅 一般社団法人 京都府建築士事務所協会 

羽生田 英雄 一般社団法人 京都建築設計監理協会 

ファシリテーター 北川 美里 ＮＰＯ法人 京都景観フォーラム 

景
観
・
文
化
の
継
承
と
創
造 

市民公募委員 

荒木 泰子  

谷口 興紀  

中津 めぐみ  

中原 広貴  

村井 直也  

有識者 阿部 大輔 龍谷大学政策学部准教授 

京都市景観デザイン会議 道家 駿太郎 
公益社団法人 日本建築家協会 近畿支部 

京都地域会 

ファシリテーター 内藤 郁子 ＮＰＯ法人 京都景観フォーラム 
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会議開催状況 

（１）第１部 基調報告 １３：００～１４：００ 

第１部では，「新景観政策１０年特別鼎談」の概要及び新景観政策の取組状況を門内輝

行教授から，「新景観政策１０年連続講座」の概要を各回のコーディネーターから，御報

告いただきました。 

 

特別鼎談等について 

門内 輝行 （大阪芸術大学教授，京都大学名誉教授） 

連続講座について 

➀「都市の活力を生み出す景観」 

大島 祥子 （一級建築士事務所 スーク創生事務所代表） 

➁「コミュニティと景観まちづくり」 

杉崎 和久 （法政大学法学部教授） 

➂「景観を紡ぎ出すデザイン」 

中嶋 節子 （京都大学大学院人間・環境学研究科教授） 

➃「景観・文化の継承と創造」 

阿部 大輔 （龍谷大学政策学部准教授） 

  
第１部の様子 

 

（２）第２部 ワークショップ １４：１０～１６：１５ 

第２部では，連続講座の４つのテーマに分かれて，ワークショップ形式で意見交換を

実施していただきました。出された意見は模造紙にまとめていただき，グループごとに

発表していただきました。 

  
会議の様子（ワークショップ） 
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各グループで出された意見の概要 

 

①都市の活力を生み出す景観 

  新しい活力を生み出すためには，伝統を活かすだけでなく全く新しい次世代のデザイ

ンを取り入れることも必要。京都はいつでも新しいものを取り入れてきた。 

  都市が大火で燃えてリセットされても，価値がバトンタッチされながら，都市が形成

されてきたというとことが京都の特徴。 

  人口が減少するなかでも，観光客が増える傾向にあれば，活力は生まれるだろう。住

む人も，来る人も，気持ちのよい環境のなかで大勢の人が過ごせるという理想形が大切。 

  たくさんの観光客が色々な場所に分散することで，気持ちの良い状態が生まれるので

はないか。 

  民泊がきちんと制度化されれば，京町家の減少に歯止めをかけることもできるのでは。 

  京町家だけでなく，お寺や新しい建物など，それぞれの個性を持った魅力的なまちが

所々にあることが大切。 

  目先の経済性を見るだけではなく，１０年後も見据えた議論ができる場を持つこと

や，問題意識を次世代にも継承することが大切。 

  投資を短期で回収するのではなく，長期的に回収するための仕組みが必要。 

 

②コミュニティと景観まちづくり 

  コミュニティの中で，景観の将来像を皆でつくる必要がある。 

  観光客が増加し，「観光客に対して見せるまち」になっているのではないか。 

  京町家だけでなく，洋風の建物や現代的な建物など，京都には良いものがある。今までは

見向きもされなかったところへ目を向けることも必要ではないか。 

  地域のまちづくりは，景観だけでなく，他の切り口でも動いており，サポートが必要なと

ころは地域によっても様々である。総合的な支援が必要。 

  コミュニティの形成に寄与しているお祭りに対する理解を再考することが必要。 

  ホテル，空き家，コインパーキングなど，コミュニティに加わらない空間が増加している。 

  これからの景観まちづくりは，子どもたちへの教育という面からも何か引き継いでいく何

らかの手立てが必要。 
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③景観を紡ぎ出すデザイン 

  緑地の在り方や道の使い方など，建物以外でも景観にとって大事な要素はあるのではない

か。 

  街灯の色を京都らしい明かりの色，電球色にするべき。 

  「旧市街地」とされている範囲が広いので，もう少し地域ごとにきめ細やかに考える必要

がある。 

  「守るべきものは何か？京都らしさとは何か？」を考え続け，議論することが重要。 

  京都らしさを守るためにも，京都人のプライドを受け継いで育てていくことが必要。 

  古い建物を残す場合，元の用途では使えなくても，新しい使い方ができる場合がある。新

しい発想や感覚と，持ち主の寛容さとをマッチングさせる機会があれば良いのでは。 

  木造の建物の改修など，仕事があれば技術が残り，継承されていくだろう。 

 

④景観・文化の継承と創造 

  景観は一度壊されると戻って来ない。京都らしさにつながる寺社をうまく継承していかな

ければならない。 

  京都には大学がたくさんあるので，廃れたものを新たに再興させる取組も可能なのではな

いか。 

  景観規制が形態規制だけになっている。背景にある京都の伝統や文化，美意識を同時に継

承する仕組みをつくることが重要。 

  京町家の表構えでも，中では鉄工所や織物等，様々な産業が営まれている。こうした産業

をどのようにして維持していくかが重要。産業が衰えていくと，文化力も衰えていき，景観

へも影響するのでは。 

  市民が参加できる景観市民会議のような場を継続して開催することが重要。 

  文化の滲み出しが景観だと言えるが，文化と景観の関係性が乖離してしまっている。器と

してのみ京町家等を残すのではなく，そこにあった働き方や作法が抜け落ちてしまって

いることを理解し，京都の文化とは何かを見直すことが大切。 

 

 
発表の様子
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（３）第３部 全体会議（総括） １６：１５～１６：３０ 

門内トータルコーディネーターからの総括 

 

①都市の活力を生み出す景観 

･ 見るだけの観光から，生活文化等を学ぶ

観光へと，観光の在り方が変わり始めて

いる。一方で，「暗号化する社会」という

言葉があるが，今京都ではゲストハウス

やホテルなどのプロジェクトが非常に多

く，それらの多くはブラックボックスに

なってしまっている。 

･ もう少しオープンな形で，文化や経済と結

びつけた新しい観光のあり方を考え，見て

もらい方のプログラムを開発するというこ

とも，文化交流の一つとして十分あり得る。 

②コミュニティと景観まちづくり 

･ 現在のまちづくりは，法律や技術面など

の様々な知識がなければ対応が難しい場

面もあり，経済的，人材的な支援の仕組

みをつくらなければなかなか市民の言葉

が伝わっていかない。 

･ 暗号化，ブラックボックス化する社会と

いうものが生まれつつある気がするので，

それを開けていく，交流人口も含めた，

新しい開かれたコミュニティというもの

を考えていく必要がある。 

③景観を紡ぎ出すデザイン 

･ 「景観は見えるものだけではない」とい

う言い方がよくなされるが，人の表情と

同じように，ちょっとした動きの中で気

配というものも見えてくる。 

･ 町並みから感じられる気配など，全ての

現れが景観であり，そういったあらゆる現

れをきっちり読み解いていくことが大切。 

･ 大きな開発も大切だが，玄関先に花を一

輪飾るような小さな努力を積み重ねるこ

とで大きな変化を生み出していくものが

景観である。 

･ こうしたまちづくりを最終的に支えるも

のはシビック・プライドであり，京都はこ

れまでも，シビック・プライドによって素

晴らしい小学校や町並みをつくってきた。

そういった精神を大切にすることが重要。 

④景観・文化の継承と創造 

･ 世界の創造都市といわれる都市では，大

量生産・大量消費ではなく，文化が産業

となっている。地域に個性や文化がなけ

れば，創造的なイノベーションは作り出

せない。文化の力を使って経済を作り出

す，知識社会の時代の経済のあり方を考

えることが大切。 

･ 一番大事なことは人材育成に尽きる。豊

かな人材が蓄積しているまちであること

は，非常に重要で，文化や景観を育むこ

とにつながる。 

＜総括＞ 

･ 本日出てきたデザインや文化，経済，活

力などを総合して素晴らしい景観をつく

り上げるためには，コミュニティづくり

を抜いてあり得ない。そして，それを支

援する仕組みを行政や企業と共につくっ

ていかなければならない。 

第３部の様子
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各グループでまとめられた模造紙 

 

①都市の活力を生み出す景観 
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②コミュニティと景観まちづくり 

 
  

京都会
館のス
トゥーパ

美術館
の名前

観光化が
環境や景
観に悪影
響

市民へ

の周知
が足りな
い

北泉橋

1927年

の亡霊
計画

糺の森タ

ケツノミ
の呪い

下鴨神社の
マンショ ン
問題、森が
なくなる、身
近なものが
なくなる

素案へ
の疑問

世界遺
産

その後

観光向
け景観

町家の跡地
はコインパー
キング

建物でないと
ころも景観政
策に含める

景観が生
活環境と
密接に関
わってい
る

神社の森

地域の防
災のより
どころにも
なる

森の木々
を踏みつ
ける観光
バスＰ

外国人（観
光客）の多
さが問題に
なっている

対外国人
観光客
見栄のは
り甲斐が
無くなった

これまでの活
動を顕在化さ
せた10年を
ふまえて、こ
れから何を創
造させるのか①～④報

告を聞き、
10年前に

想像でき
たか

「見るこ
と」「感じ
ること」の
学習機会

ビジョンを
決める
ワーク
ショップが
先

まちづくり、
みんなで
未来像を
語り合うこ
とが大切

無くなった看
板、懐かしく
思う一方で、
「らしさ」がな
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市民の声
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げとは
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いる
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宗教も文
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になった）
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なくした10年

暮らす人、ま
ちの人は「営
み」が大切
景観は二の

次

生活が景
観に現れ
る

政策も
対応す
ること

都市・通り
（公）と建物
（民）の関
係が景観

市民力
依存症

楽しみ
ながら
型破り

まちづくり
支援をもっ
と充実を

寄り添う、
人的支援

6つめの

まちづく
り支援
は？

景観づくり
活動を支
える資源
を提供で
きるか

「死者0を

めざす」
防災都市

景観だけ
で考えて
いない、
交通・防
災

見た目と

機能の
バランス

見た目のデ
ザインだけ
でなく、機能
的な意味を
継承するこ

と

景観政策の
対象とする景
観の多様化
ができるか？
見た目

多様性
への理
解

通り＝コミュ
ニティ大切、
交通量が多
いとコミュニ
ティがくず
れる

文化財的建
物の保存だけ
では意味がな
い。経済的に
普通の町家
の景観が大

切

良いものだ
けを残すの
ではなく、人
が暮らして
いる町並み
が大切

建築メー
カーの工場
生産、市街
地景観の
ぎりぎりば
かり

平成の町家
は景観政策
でも出窓（町
内の出入り
見える）が無

い

京都市立
なので景観
問題をカリ
キュラムに
加える

子ども達

に引き継
ぐ

優秀な人
材を育て
る「学問
のまち」

地域のシンボ
ルになるよう
なモニュメン
ト建てるのも
よい

「京都」の
為か「京
都のヒト」
のため
か？

あるの？

まずは
「開いてい
る風」

閉じてい
ない

京都らし
いワード

「いけず」
「しまつ」

「古都」

大事に
すること

「楽」「し
まつ」

「ハレ」
「ケ」

廃除力

まちを維
持する
為に

ひとことで「京都」を語ると!!
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③景観を紡ぎ出すデザイン 

  

旧
市
街
地

の
ル
ー
ル

が
全
て
同

じ
で
よ
い

の
か

環
境
に
良

い
木
造
，

再
利
用
の

文
化

保
存
と
創
造
・

再
生

旧
市
街
地
型

に
つ
い
て
の

難
し
さ

旧
市
街
地

で
建
物
を

建
て
る
時

の
ジ
レ
ン

マ

守
る
も
の

と
経
済
性

の
ジ
レ
ン

マ

個
人
の

家
の
庭

を
何
と
か

守
り
た
い

町
家
は
こ

れ
以
上

壊
し
て
は

な
ら
な
い

地
域
の
特
性
に
応
じ
た

ル
ー
ル
づ
く
り

景
観
を
構
成

す
る
個
人
の

資
産
を
守
る

保
全
と
経
済
性
の

ジ
レ
ン
マ

京
都
人
と
し
て
の
意

識
を
作
る
教
育

守
る
べ
き
も
の
は
何
か
？

京
都
ら
し
さ
と
は
何
か
？

新
し
く
生
ま

れ
て
こ
な

い
と
な
く

な
っ
て
い
く

戦
前
の
ま

ち
な
み
の

復
原
化
を

試
み
る

大
切
に
し
た

い
と
こ
ろ
→

低
層
の
建
物

の
屋
根
・
庇

の
つ
ら
な
り

京
都
ら
し

い
明
か
り

火
に
近

い
色

ス
ト
レ
ー
ト
要

素
の
れ
ん

ら
ん
た
ん

花
案
内
板

床
几

ベ
ン
チ

デ
ザ
イ
ン
要

素
と
し
て
イ
ン

フ
ラ
整
備

交
通
手
段
の

一
つ
と
し
て
市

電
ト
ラ
ム
復
活

私
自
身
も

担
い
手
に

な
り
た
い

市
民
性
，

京
都
人
の

プ
ラ
イ
ド
，

受
け
継
ぎ
・

育
て
る

京
都
以

外
の
人

は
田
舎

者
？

自
分
の
ま
ち

の
景
観
を

自
分
達
の

手
で
守
ろ
う

と
す
る
思
い

守
る
べ
き
景

観
？

市
民
目
線
の

多
様
性

→
法
規
制
に
な

じ
む
か

町
の
山
居

と
，

都
の
自
然

京
都
ら
し

さ
の
共

有
・
議
論

の
充
実世
界
に
こ

こ
に
し
か

な
い
街

心
の
根
底
に

あ
る
懐
か
し

さ
の
よ
う
な
景

観
を
再
生
で

き
な
い
か

考
え
続
け
る
京
都
ら
し
さ

デ
ザ
イ
ン
要
素

建
築
の
連
な
り
，

隣
と
少
し
ず
つ

違
う
も
の
の
構

成

建
物
以
外

（
樹
木
・
庭
・

川
ｅ
ｔｃ
）
が

作
る
景
観
も

重
要

道
・
境
内

な
ど
広
場

的
な
空
間

の
あ
り
方

普
通
の

道
を
楽
し

く
歩
け
る

建
物
だ
け
じ
ゃ
な
い

小
学
校
・
中

学
校
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に

「
景
観
」
教

育
を
入
れ
る

教
育
・
学
習

歩
行
者

天
国

→
ま
ち
を

楽
し
む

お
祭
り
と

か
地
蔵

盆
み
た

い
な
も
の

道
を
土
に

戻
す
の
も

良
い
の

で
は
？

人
を
つ
な
ぐ

き
っ
か
け

地
域
の
祭
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

た
め
の
し
か
け

コ
イ
ン

パ
ー
ク
に

潤
い
を
，

緑
・
ゲ
ー
ト

人
の
目
の

つ
く
と
こ
ろ

に
緑
を

緑
の
あ
り

方
も
地
域

で
違
う
べ

き

車
社
会
出

現
→
ガ

レ
ー
ジ
出

現
，
違
和

感

見
え
る
所
に
緑
を

事
業
者
と

市
民
の

間
を
つ
な

ぐ
も
の

人
が
住
め

る
工
夫
・
住

み
た
い
人

と
町
家
の

マ
ッ
チ
ン
グ

リ
フ
ォ
ー

ム
に
対
す

る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ

町
家
を
大
切

に
思
う
な
ら
，

本
気
で
町
家
を

建
て
や
す
く
す

る
こ
と
が
必
要

で
は
？

気
軽
に

維
持
で
き

る
支
援

使
い
続
け
る
し
く
み

技
術
を
継
承

す
る
→
仕
事

が
あ
れ
ば
技

術
は
残
る

技
術
の
継
承

古
い
ま
ま

の
も
の
を

新
し
い
感

覚
で
使
う
・

使
わ
せ
る

古
い
も
の
を

新
し
い
セ
ン
ス
で

お
金
を
度

外
視
，
う
ち

は
こ
う
→
京

都
人
の
プ

ラ
イ
ド

「
京
都
人
」
の

プ
ラ
イ
ド
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④景観・文化の継承と創造 

 

学生が入
口となる
のでは？

文化の入口
となる部分を
担う取組が
必要

家賃断層
帯を攻め
る

景観政策に沿
うだけで，50年
後，100年後は

どうなるだろう
か

京都市民

の文化力
の低下

用途を制限
する必要が
あるがバラン
スが重要

安い賃金で若
い人がチャレ
ンジできるス
ペース・しくみ
が必要

夜をあまり明
るくしない
（どこもかしこ
もライトアップ
は問題）

美的なもの
を評価する
文化力が
育っていな

い

景観と文化
の乖離が
すすんでい

る

田の字の外
で活動しても
良いのでは

市民の
あり方

対
応
（
ア
イ
デ
ア
）

課題
の
原因

課
題
（問
題
意
識
）

寺社の経
済基礎の
弱体化

糺の森にマ
ンションたち
御薩通り以
南が糺の森
で無くなった

寺社環境
（糺の森）

かつては五
感で感じられ
る自然が
あった

宗教文化と
生活文化の
線引きは難
しい

この10年悪

くなる一方
ではないか

住民参加

不在の新
景観政策

次世代への寺
社文化の継承
がきちんと行
われているか

子供が遊
べなくなっ
た

樹木の密度
低下，生態
系が無くなっ
た，土壌が
舗装された

これまでの
政策は保全
できていない

森信仰が

前提として
神社があっ

た

住民の声

が届かない
京都市政

土地の
合筆

電柱撤去

室外機が

景観を乱し
ている

景観の
阻害要因

文化を理解
してもらう入
口としてはＯ

Ｋ？

着物レンタ
ルなど観光
化している

地価の
上昇

ホテルの規制
（法的な拘束
力のある取組
みが必要）

観光と
景観

地域の産業
の衰退が景
観の阻害に
繋がる

京都の景観
の全体につ
いての共通
性？

田の字内の
産業を継承
していくこと
が必要

景観制度が形
態規制のため
背景の文化が
忘れられてい

る

制度の
課題

クラウドファ
ンディング

資金を得
るしくみ

資金提供を
してくれる人
は全国にい

る

パトロンが
必要である

宗教界の相
互協力が出
来るのでは

宗教「文化」
については
子ども達に
伝えていく

担い手育成

文化を体験
しようとする
世代が育ち
始めている

子供の頃か
らの教育や
体感できる
機会が重要

文化を支え
る世代を育
てる取り組
みが必要

オオトロの

復活（アワ
タ神社）

連続性のあ
る市民が参
加する機会
が必要

地域で早急
に対応でき
るしくみが必

要

住民の声が
行政に届くし
くみが必要

町家の美
は合理性

ライフスタイル
と景観の合理
を確認する取
組が必要

生活と

（生業と）景
観をつなぐ

京都景観

のレッド
データブッ

ク

京都市の権限
として事業者
や違反者にペ
ナルティや罰
金必要

観光との両
立（ホスト・ゲ
ストの関係
づくり）

不文律の

作法を意識
する

文化と景
観をつな
ぐ取組

全てを残す
のではなく少
しづつ新しい
ものへ

インバウンド
なども活用
する狡猾さも
重要

資金 住民の声

経済原理に任
せられることか
どうかの整理
が必要

美・風物詩など
を理解できる
人が住める町
が必要

職人が住
んでいるこ
とが必要

地域の産業
を残していく
ことが必要

文
化
を
創
造

市場の動き
を誘導できる
しくみが必要

ペットボトル
茶のような

制限より「こ
ういうのがい
いよね」とい
う視点が重

要

文化を共有する
知恵

地域の
人もホス
トである

「職住」を許容
する取組をし
てきた

全体のイ
メージを市民
で共有する
ことが重要

生
業
と
文
化

「住むだけ」

の生活スタ
イル
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４ 総括シンポジウム 

平成２９年１２月９日（土）１４：００～１６：３０ 

京都府立京都学・歴彩館 大ホール 

参加者：約３００名 
 

基調講演 
 

 

門内 輝行 
大阪芸術大学教授，京都大学名誉教授 
京都大学工学部建築学科卒業後，東京大学大学院修士課程修了。博士（工学）。早稲田大学理工学
部教授，京都大学大学院工学研究科建築学専攻教授などを経て現職。専門は，建築・都市記号論，

デザイン方法論。「街並みの景観に関する記号論的研究」にて日本建築学会賞(論文)を受賞。「新景
観政策」について審議を行った「時を超え光り輝く京都の景観づくり審議会」委員(平成１７・１
８年度)。現在，京都市美観風致審議会会長。 

 
 

パネルディスカッション 
 

＜パネリスト＞ 

 

金田 章裕 
京都府立京都学・歴彩館館長，京都大学名誉教授 
京都大学文学部教授，同大学院文学研究科長・文学部長，同副学長，理事などを経て，平成２０年
４月から２６年３月までは人間文化研究機構長を務める。専門は人文地理学，歴史地理学。 

主な著書に，「文化的景観－生活となりわいの物語」，「古地図で見る京都：「延喜式」から近代地図

まで」，「平安京－京都－都市図と都市構造」など多数。 
  

 

佐々木 雅幸  
文化庁地域文化創生本部主任研究官，同志社大学経済学部特別客員教授， 

大阪市立大学名誉教授 
京都大学博士（経済学）。金沢大学経済学部教授，立命館大学政策科学部教授，大阪市立大学大学
院創造都市研究科教授などを経て，平成２６年４月から２９年３月までは文化庁文化芸術創造都市

振興室長を務める。創造都市ネットワーク日本の顧問として，国内の様々な創造都市の取組を支援。
主な著書に「創造都市の経済学」，「創造都市への挑戦」など。 

 

 

鈴鹿 可奈子 
聖護院八ッ橋総本店専務取締役，京都市「DO YOU KYOTO？」大使 
京都大学経済学部卒。在学中に，カリフォルニア大学サンディエゴ校エクステンションにて
Pre-MBA取得。信用調査会社勤務を経て，株式会社聖護院八ッ橋総本店へ入社，現在は総務や経
理，経営企画を統括する。長い歴史と伝統を守り受け継ぎながら，新しい商品づくりに努め，平成

２３年には新しい形で八ッ橋を提供する新ブランド「nikiniki」を立ち上げる。 

  

 

鈴木 順也 
一般社団法人 京都経済同友会 代表幹事， 

NISSHA株式会社代表取締役社長兼 最高経営責任者 
慶應義塾大学大学院博士課程修了。株式会社第一勧業銀行勤務を経て，日本写真印刷株式会社(平
成２９年１０月にNISSHA株式会社に社名変更)入社。平成１９年から現職。 

平成２７年５月に一般社団法人京都経済同友会代表幹事就任。平成３０年の同会創立７０周年に当
たり，創立７０周年特別委員会委員長を務める。 

＜コーディネーター＞ 

門内 輝行 
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開会挨拶 京都市長 門川大作 

 

本日は，多くの皆様に御参加いただきま

して，ありがとうございます。 

景観の問題は，歴史都市・京都において

大きな課題であり続けてきました。様々な

論議がある中，平成１５年，桝本市長の時

に，「国家戦略としての京都創生」を掲げ，

日本の，世界の宝である京都を守り創生す

る，京都と京都市民がなすべきことはしっ

かりと実行していく，同時に国に対しては

国家戦略として実行してもらおうと要望し

ていく取組が始まりました。その時の大き

な三つのテーマが「景観」「文化」「観光」

でした。 

「景観」については，その後，景観法の制

定を契機として，議会でも深い議論をしてい

ただき，６つの条例を制定して新たな景観政

策がスタートしました。バブル経済後の不況

から立ち直ろうと日本中でどんどんと高層

ビルが建つ都市間競争が言われていた時代

に，「京都は小さな東京になってはならない」

という思いのもと，大胆な高さ規制や広告規

制，更に建物のデザイン規制や眺望景観など

素晴らしい６つの条例を満場一致で可決い

ただきました。その新景観政策が施行されて

１０年であります。大きな成果が実感でき

ますが，同時に課題もあります。時代の流

れや社会の要請を受けて常に進化させて

いく。新景観政策は，当初から「進化する

景観政策」でもあります。１０年の節目で

そうしたことをしっかりと議論し，未来に

活かして行こうという取組を一連の記念

事業では進めてまいりました。今回は，そ

の総括のシンポジウムです。 

「文化」については，４０年前「世界文

化自由都市宣言」を行っています。文化を

基軸とした都市経営をしていく，文化を基

軸としたまちづくりをオール京都で進めて

いこうという取組が，ひとつの成果として，

文化庁の京都への全面的な移転につながり

ました。しかしこれについても，これから

が大切です。文化庁が京都に来て良かった

と日本中の人に評価してもらえる，文化で

日本を元気にし，世界からより尊敬される

日本にする取組が重要です。 

結びに，「観光」について。今日も大い

に観光で賑わっています。しかし，これも

違法民泊の問題など新たな課題が出てきて

います。常に，成果が出ればまた新たな課

題が出てくる。これをまたしっかりと解決

し，豊かな未来を目指していくことが大事

だと思います。深い議論を共々にしていき

たいと思います。 

そして実は，明日は京都議定書誕生２０

周年の日です。人類最初の温室効果ガス削

減の取り決めが出来て２０年，全人類が参

加するパリ協定へとつながりました。この

２０年の成果をしっかりと議論し，パリ協

定を実行していく。地球の未来に責任を負

う，そのために京都が果たす役割をしっか

りと議論し，「京都宣言」を進めていきま

しょう。 

皆様と一緒に１０００年先を見据え，１

００年のビジョンを明確にし，同時に１０

年の計画を立てて地道な実践を重ねていく。

共々に努力をしてまいりたいと思います。

御参加の皆様に敬意を表し，挨拶とさせて

いただきます。ありがとうございます。
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来賓祝辞 京都市会 議長 寺田一博 

 

新景観政策の実施から１０年が経ちまし

た。１０年前，私は，まだ駆け出しの議員

でしたが，議会でも本当に激しい議論にな

ったことを，今でもはっきりと覚えていま

す。 

新景観政策の方向性は理解できるものの，

提案された条例制定・改正を行うことで，

市民生活へどのような影響を及ぼすことに

なるのか，徹底的に議論を行いました。特

に，建物の高さについては，「京都市は，百

尺（３１ｍ）規制を長年維持してきたでは

ないか」，「総合設計制度により，高さ制限

を緩和したこともあったではないか」，「そ

うした経過のある中で，高さ制限を大幅に

厳しくすることに，市民の皆様の理解が得

られるのか」など。また，屋外広告物につ

いても，「京都市は他都市と比べ，既に厳し

いルールがある」，「まずは既存のルールを

守っていただくべきではないか」など，実

に様々な意見を出し合いました。 

そのうえで，やはり議会としても，市民

の皆様とともに，京都の優れた景観を５０

年後，１００年後の未来へと引き継いでい

かねばならないという強い決意のもと，全

会一致で条例を可決いたしました。当時の

議論は心に深く刻まれており，それは後輩

議員達にも，しっかりと伝えていかなけれ

ばならないと思っています。 

この１０年間で，新しいルールのもとに

着実に取組が進められてまいりました。そ

の中で，屋外広告物に関しては，多くの議

員が市民の皆様からこのような声をお聴き

しました。「自分の建物に他所の会社の広告

を出してお金をもらっているから外せとい

うならわかるが，自分の建物に自分の会社

の名前で出している看板を，違反だから外

せというのは理解できない」と。ただ，そ

れでも，「私が生きている間は看板を外さな

いでくれと親に言われたけれども，市会議

員さんが全会一致で決めたルールなら守ら

ないといけないな」と言って，長い歴史の

ある看板を外してくれた市民の皆様の声に，

しっかりと応えていかなければなりません。

１０年の節目を迎えるにあたり，今後も，

市民の皆様方と同じ目線，同じ気持ちで，

美しい京都の景観を守っていきたいと思い

ます。 

市民の皆様の心と，この景観政策が離れ

てしまわないよう，行政はしっかりと思い

を共有しながら，取組を進めていただきた

い。そして二元代表制の一翼を担う議会も，

市民の皆様と思いをしっかりと共有するこ

とをお約束し，本日のお祝いの御挨拶とい

たします。 
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基調講演 門内輝行 

 

新景観政策１０年記念として，キックオ

フとなる９月の特別鼎談から，連続講座，

景観市民会議と開催されてきましたが，本

日はその締めくくりです。景観政策として，

何ができて何ができていないのかを振り返

ることによって未来を定めていく。そして，

振り返ると同時に，今後の１０年，２０年

がどういう方向に向かっていくべきなのか

を話し合う機会になればと思っています。 

私は全ての記念事業に出席しましたので，

景観政策の歩みと，記念事業の概要につい

て報告します。 

 

【京都市の景観政策の歩みを説明】 

 

建築というものは，個人の所有物ですが，

都市の中に建っているということは，公共的

な空間に影響を与えますので，景観は公共的

なものです。個々の敷地で頑張っても，隣り

との関係がうまくいかなければ，景観は壊れ

てしまいます。多様な主体が力を合わせて，

皆で創っていかなければできないのが景観

なのです。もう少し言うと，美しい景観を創

ることを通じて，そこで生きている人々の絆

を創り直していく，コミュニティを再生して

いくということが大切なのではないかと思

っています。美しい景観を創っていくことは，

都市の文化的な水準を上げていくことにも

つながると考えられます。 

市民へのアンケート調査では，「京都の個

性的な町並み景観が守られている」と考え

る市民が増えてきています。また，人口は，

自然動態は減っていますが，社会動態は増

加傾向にあります。今後は，年代別に，例

えば子育て世代がどのような傾向にあるか

などを詳細に分析しながら，政策を進めて

いく必要があります。御存知のように人口

減少社会に入り，国立社会保障・人口問題

研究所の報告では，１００年後（２１１５

年）の日本の総人口は５０，５５５，００

０人（出生中位，死亡中位）という衝撃的

な数値も報告されております。これからは，

定住人口だけでなく交流人口も含めた広い

意味でのまちづくりを考えていく必要があ

ると考えています。 

こうした状況も踏まえ，今回の記念事業で

は，「京都から考える これからの歴史・文

化・創造都市」という共通テーマが掲げられ

ました。京都「を」考えると同時に，京都「か

ら」考えるという視点が重要です。物的な豊

かさだけを目指した工業社会に対し，これか

らの新しい知識社会では人間の心の豊かさ

や幸せが求められますが，京都はそういう社

会を創っていくトップランナーとして走っ

ていく必要があり，また，実際に走って来た

はずだと思います。この記念事業のテーマに

は，そのような京都の取組を世界に向けて発

信していきたいという意味が込められてい

ます。そして，この議論を深めていくために，

「都市の活力を生む景観」「コミュニティと

景観まちづくり」「景観を紡ぎ出すデザイン」

「景観・文化の継承と創造」という４つのテ

ーマを設定しています。 

 

【各記念事業（特別鼎談，連続講座，市

民会議）の概要報告】 
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ここからは，「これからの歴史・文化・創

造都市」に向けて，何を考えるのかをお話

したいと思います。 

これまでの景観政策は，規制を中心とし

て，緊急的にコントロールしていくことが

中心でしたが，これからは，まち全体を活

き活きとした素晴らしいところにしていく

なかで，景観を創っていくという，「規制か

ら創造への転換」が求められます。そのた

めには，総合行政や行政・企業・市民のパ

ートナーシップが必要となり，多主体の協

働作品として未来の京都の都市景観を創り

上げていくことが重要になるのではないか

と考えます。 

今，日本では，第５期科学技術基本計画

において「Society５．０」というビジョン

が注目されています。１．０が狩猟社会，

２．０が農耕社会，３．０が工業社会，４．

０が情報社会，そしてこれからは５．０の

社会として，超スマート社会という新たな

経済社会をつくっていく必要があるという

ものです。これは国の社会像の非常に大き

な目標ですが，そこではサイバー空間とフ

ィジカル空間を高度に融合させることによ

り，様々なニーズに対応した経済的発展と

社会的課題の解決を両立することが提案さ

れています。そして「人々が快適で活力に

満ちた質の高い暮らしを送ることができる

人間中心の社会をつくること」が大切であ

るとされています。ＡＩやＩｏＴなど高度

なものが出てきていますが，やはり人間中

心の社会をつくることが大事だとする議論

が行われています。また，「サステナブル•

シティ」，「コンパクト•シティ」，「レジリエ

ント•シティ」，「クリエイティブ•シティ」

といった新しい都市ビジョンもたくさん出

てきており，その中では多様性や地域資源，

コミュニティの重要性が議論されています。 

こういったことを進めていくには，京都

が大切にしてきたヒューマンスケールの町

並みや人間中心の社会を丁寧につくってい

くことを積み重ねていくことが大事なので

はないかと思います。アメリカのポートラ

ンドでは，徒歩での移動を意識して，１つ

の街区の１辺を通常の半分である６０ｍに

しており，通りにはお店をつくり，軒を出

して，通りと建物が常に交流する，そうい

うことを皆で積み重ねてやることで，世界

が注目するまちになっています。京都もヒ

ューマンスケールの都市空間を丁寧につく

って，個性のある「タウン」の集合体とし

ての京都をつくり上げていくことが大事だ

と考えています。私は，それを成熟社会の

アーバンデザインと称しており，そういっ

た中で景観がどうなるかを考えていきたい

と思っています。 

以上です。御清聴ありがとうございました。
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パネルディスカッション 

 

門内：金田先生は歴史地理学の視点から，佐々

木先生からは創造都市論の視点から，鈴鹿さ

んからは和菓子文化の担い手，そして生活者

の視点から，経済同友会の代表幹事である鈴

木さんからは経営者の視点から，それぞれ話

題提供をいただきます。 

金田：京都は景観に関わるだけでも非常に大

きな転機をいくつか経験しています。もとも

とは平安京という非常に計画的な都市であり，

全体が碁盤の目状の長方形のなか，最小の単

位が一辺１２０ｍ四方の非常に大きな正方形

の街区で構成されていました。この正方形の

街区は，現在四条烏丸のあたりにいくつか残

っているだけです。かつてはその正方形の街

区が色々な政策の単位となっていましたが，

平安京の西の方である右京が早く廃れ，以降，

政府のコントロールが効かなくなるとともに，

戦乱を経て，どんどん都市の構造が変わって

いきました。京都のまちは上京と下京の二つ

に分かれ，さらに周辺の山麓にある寺社の門

前にも多くのまちが形成されます。それらの

小さなまちの集合体が京都の次の形になりま

した。こうした変化は質的な部分でも現れる

ことになり，道路を挟んだ両側で同質なコミ

ュニティが形成され，それが両側町として一

つの単位になっていきます。 

さらに，１５世紀から１６世紀，室町の幕府

がほぼ崩壊した段階で，織田信長は上京と下

京の中間の場所を選んで旧二条城（二条御新

造）を造りました。その後，そのあたりには

豊臣秀吉の聚楽第や徳川家康の二条城が続々

とつくられ，新たな権力の中心となりました。

特に秀吉は，御土居をつくり，正方形の街区

を碁盤目状から短冊型に改め，大きな変化を

生みました。 

このような変化の結果が現在に結びついてい

ますが，幸か不幸か，時間の経過は恐ろしく，

不調和を来す不要なものは無くなり，洗練さ

れたものが残っているというのが現在の京都

です。これからは，そういった京都をどうし

ていくかを考える必要があります。 

佐々木：金田先生が歴史の話をされたので，

未来社会の話をします。 

まずは創造都市，クリエイティブ•シティにつ

いて。これは，創造性を発揮できるような仕

事やライフスタイルを都市の中に埋め込んで

いく都市のつくり方で，ユネスコが創造都市

の世界的ネットワークをつくっており，現在

１８０の都市が加盟しています。京都市はま

だですが，いずれ加わってもらえると考えて

います。ユネスコは世界遺産や文化的景観な

ど，歴史的なものを大事にするだけでなく，

将来の文化産業や新しい文化的生活をどうす

るという点からも都市について考えていくと

いう姿勢をとっています。 

さて，Society５．０が人間の社会にどのよう

な影響を与えるのか。学生達からは，「ＡＩに

よって我々は仕事がなくなるのではないか」

と問われることがあります。ＡＩと競争する

のは非常に難しいことです。一体人間はどう

なるのかといった根本的な問題があります。 
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都市空間においてはどのような影響が出るの

でしょうか。先日，金沢創造都市会議におい

て日産自動車取締役の志賀俊之氏と席を共に

しました。彼は自動車社会の将来について，

多くの予測を立てています。例えば，自動運

転が普及すると運転免許は不要になる，まち

の中の車線は１～２車線になり，自動車は行

き先毎にコントロールされる，運転を娯楽と

して楽しむ人はサーキットなどにいってもら

う，といった将来像です。そうすると，都市

の中を走行する車両は限られ，自動車産業は，

大量生産•大量消費•大量流通ではなくなりま

す。そして，都市空間の自由度は広がるので

す。京都市が実施した四条通りの片側一車線

化，これは未来的だと思います。 

また，大量生産•大量消費の生産体系がなく

なると，人間の仕事はよりクリエイティブな

分野に磨きがかかっていきます。私はそうい

った創造的な仕事のことをラテン語の「オペ

ラ」と呼んでいます。一方，大量生産のシス

テムの下で奴隷的に働くことを「ラボーロ」

と呼びます。つまり，創造都市とＡＩ，Society 

５．０は極めて親和性が高いといえるのです。 

そうなったとき，社会の土台，インフラは「文

化」です。有形無形の文化財は資本といって

もよい。文化的景観もそのうちの一つです。

良い都市，創造都市には優れた文化景観があ

り，歴史的なものから未来型の資本まで，幅

の広い文化財に取り囲まれている都市であり，

人々がその中から感性を育て，美について語

り，ＡＩに負けないようなクリエイティブな

仕事をしている都市なのです。 

そうしたとき，今の京都に欠けているものは

何でしょうか。景観政策により伝統的なもの

は守ってきた。屋外広告物対策や四条通の車

線の縮小も素晴らしい。また多くの大学があ

り，世界的な研究がなされていることも素晴

らしい。しかし，より先端的な芸術分野はど

うでしょうか。京都市立芸術大学がまちなか

に移転され，今後，学生達がもっているパワ

ーと市民の生活はどういった関わりを持つの

でしょうか。また，京都市美術館はどうなる

のでしょうか。金沢は，創造都市の政策の中

心に２１世紀美術館を掲げました。極めて洗

練された美術館であり，ルーブル美術館の姉

妹館として世界的水準の現代アートを展開す

ることによって，伝統工芸が未来工芸に変わ

るという尖った方向性を打ち出しています。

これは，従来の伝統的な景観を守るという方

向性から抜け出し，新しい美の基準を立て，

先端の景観を創るという行為です。保存•継承

と創造のバランスを京都の景観政策の中でこ

れからどうしてくのかということに関心があ

ります。 

門内：振り返ると，京都は危機に瀕する度に，

新しいものを生み出してきました。琵琶湖疏

水に発電所，祇園祭もそうです。伝統がある

からこそ，新しいクリエイションが生じるの

でしょう。 

鈴鹿：私は，都市に関する知識を持ち合わせ

ているわけではないので，京都というまち，

伝統に対し抱いている想いをお話しします。 

私は聖護院八ッ橋総本店という長く続いてき

た会社を家業とする家に生まれ育ち，現在，

会社を継いでこの仕事に携わっています。 
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八ッ橋というのは，来年で３２９年を迎える

お菓子であり，当社は１６８９年より八ッ橋

の製造販売を行っています。 

近年では，新たにブランドを立ち上げること

で，八ッ橋の見た目を変えて，多くの方に召

し上がっていただくという運動をしています。

景観というのは目につく「見た目」になると

思うのですが，新しいブランドを通じて，「見

た目」が人に与える印象は大きいと感じてい

ます。 

新しいブランドの立ち上げは，私自身のなか

では何か革新的なことをしようと思ってとり

かかったことではありません。ブランドで使

用している材料はずっと続いてきた八ッ橋と

同じもので，その見た目，色や形を変えまし

た。パステルカラーを使って見た目をかわい

らしくすると，一般のお客様や，雑誌の取材

に来られた方も，「これはニッキが少ないので

すね」とおっしゃいます。実際は全く変えて

いないのですが，見た目を変えたことによっ

て，何か新しいモダンなものに見えるから，

味覚まで変わったように思われてしまう。ビ

ジュアルというのは本当に人に大きな影響を

与えるのだなと感じました。 

そういったことを通じで京都のまち中を見て

みると，京都市が新景観政策に取り組む以前

は，京都に来られた方から「京都といっても

新しく，他のまちとかわらないね」と言われ

ることが多々あったと聞きます。実際，四条

通の比較写真を見せていただくと，当時は何

も思っていませんでしたが，かつてはこんな

に派手だったのかと思わずにいられません。

京都に普段暮らしていると気付きませんが，

他府県から京都を訪れた方にとっては，イメ

ージと異なり意外に思えたのでないでしょう

か。景観政策として行き過ぎたところを抑え

てきた取組は，非常に大事な動きだったので

はないでしょうか。 

今後，どういうまちにしていくのかという点

は重要でしょうし，新しいものがあってこそ

の景観という考え方は賛成です。先ほど，新

しい試みを通じて，新しいことをしようとし

たわけではないと申しましたが，私の思いは

伝統的な和菓子を食べるという文化，習慣が

続いていってほしいということです。京都で

素晴らしいと思うところは，文化的なものが

単に形だけでなく，生活の必需品として残っ

ているところだと思います。お正月のしきた

りも「しなければならない」ではなく，「これ

をしないと，年を越した気がしない」という

思いから続いています。着物も，招かれた場

の雰囲気に合わせて何気なく柄などを選択し

ます。これこそが，京都の文化であると思い

ますので，町並みに関しても「こういう形の

町家を今後建てましょう」と決めてしまって

は，アミューズメントパークのような中身の

無いまち，生活が見えないまちになってしま

います。今後の生活を基本に考えながら，便

利なものもありつつ，昔の人々の知恵を活か

して，もともとある建物などに新しいものが

馴染んでいくというのが，理想的なのではな

いでしょうか。 

京都を訪れた方が「京都は素敵だ」と感じる

だけでなく，京都に住んでいる私たちが「昔

から続いているが，意味があり，使い勝手も

良く，昔の人の知恵が生きているのだ」と自

慢できる景色が広がっているまち，そして新

しいものが入ってきて，自然に古いものと溶

け合っているまちになると良いと思います。 
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門内：見た目を変える重要性についてお話を

いただきました。人間は匂いや音，佇まいを

含め「見ている」とも言えます。その見た目

を変えることは，世界を変えることになるの

かもしれません。また，京都の文化は生活文

化であるという景観の根幹にかかる話題提供

でした。 

鈴木：京都の経済界，経営者の立場から申し

上げます。 

企業活動における経営者の責任の重点は，自

社が保有する資産や経営資源をいかに経済

的・社会的な価値に置き換えるかということ

です。資産および経営資源を価値に置き換え

る方向性として，市場環境や市場ニーズに見

合うものでなければ商売にならないというの

が基本的な立場です。 

私は，京都にある四つの経済団体のうちの一

つ，京都経済同友会の代表幹事を務めていま

す。本会の主たる性格は，特定の企業や産業

分野を代表して発言するのではなく，経営者

が個人の立場で集い，注目すべきテーマにつ

いての研究や議論を通じて学び，政策提言を

発信していくことにあります。資産および経

営資源を経済的・社会的価値に変えるという

経営者が持つ本質的な立場に鑑みて，京都の

経済のあり方についても，次の様な問題意識

を抱えています。 

京都には，長い歴史の中で育まれた産業•学術

•文化などの様々な資産があり，持続的に都市

や産業が発展していくためには，これらの資

産を原動力としていく必要があります。そこ

での議論や活動では，単に古いものの保存や

維持に限定されるべきではなく，資産を基盤

に多様性に富む人材や情報，資金が世界から

京都に流入して価値づくりの後押しをするよ

うなモデルをいかに構築していくかが必要で

はないでしょうか。 

特に京都の，人口は横ばい，若者の減少とい

う現実を見るにあたっては，都市の原動力た

る人材の充実を怠ってはいけません。いかに

若者が定住する都市にしていくか，さらに多

様性という観点からは，もっと外国人に都市

の住人として，定着してもらわないとならな

い。世界と呼吸の合う都市として発展してい

けないだろうかと議論しています。 

景観に置き換えてもそれは同様です。古き

良きものの保存や規制を進めていくべき分

野があるかもしれないが，単に古いものだ

から残さなければいけないというところで

とどまっていては，次の展開はありません。

景観はそこに住む人々の営みや商売の豊か

さを代表するものではないでしょうか。ま

ちがにぎわい，新しくなり活力が生まれる

ことで，新たな景観が生み出されるのでは

ないでしょうか。 

そういう意味では，空き家の問題は景観上も

深刻な問題ではないでしょうか。古いもので

残さないといけないからといって，空き家で

あっても置いておくということは機会の損失

につながります。人が住まなくなるというこ

とは，荒れて汚くなっていくということであ

り，景観を阻害する要因となります。何らか

の方法で空き家が解消され，営みが周囲とつ

ながっていくことが都市の活力になり，経済

的・社会的な価値が高まり，景観も維持発展
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していくと考えています。 

門内：時間が限られていますので，論点を絞

って議論したいと思います。最初の論点は，

将来の京都はどうなっていくのか，都市のビ

ジョンについてです。これまでのお話しでは，

伝統的なものを受け継ぎながら，しかしそれ

にとどまることなく，そこからジャンプして

新しいものをつくっていくことが，大切なの

ではないかという御意見です。新景観政策と

の関わりで言うと，規制に合わない新しいも

のを創る場合，特例制度が既にありますが，

手続に時間がかかるなど，なかなか採用され

ず，何となく現状が保たれているということ

があると思います。伝統を守りながら未来を

見据えていくという，将来の都市のビジョン

という点ではいかがでしょうか。 

金田：説得力のある理念を以て景観政策を進

めることが大切だという話があり，まさにそ

のとおりだと思うのですが，京都の新景観政

策のベースにある「盆地景」，山に囲まれ，川

が流れる地形など景観の基礎になるものを踏

まえることが特に重要だと思います。江戸時

代に林吉永という有名な地図の制作者がおり，

京大絵図という大変画期的な地図がベストセ

ラーとなりました。ここでは，周囲の山や川

と市街地を一体的に表現しています。単に山

紫水明というだけでなく，京都を山と一体の

ものとして捉えている，こういう基本的な姿

勢はこれからも重要です。 

また，鈴鹿さんが人の生活が見えるまちでな

ければならないと話され，鈴木さんからは空

き家を放置してはいけないという指摘もなさ

れました。私は，「文化的景観は生活と生業の

物語である」と定義し，生活と生業がなけれ

ば文化的景観は成立しないと考えています。

これはコミュニティの問題でもあります。生

活•生業が如何に有効に持続するかが大切で

あり，これを基本に政策を進めていく中でこ

そ，京都らしさが生まれるでしょう。 

門内：「盆地景」という非常に重要な指摘をい

ただきました。自然景というのは，すべての

景観の基礎です。景観論においては，凹型の

景観•凸型の景観という地形による分類があ

り，凹型の景観は特徴的な文化を創りやすい

とされています。周囲に山のない東京では，

景観にまとまりを感じにくいものです。京都

は盆地の中に適切なスケールをもっており，

その中で多くの人々が交流しています。職住

共存で，生活と生業があり，そういう構造の

なかで出来上がってくる経済の形，クリエイ

ティブ産業ともつながるかもしれませんが，

都市に活力を与える生業，暮らしの形につい

て，佐々木先生いかがでしょうか。 

佐々木：金田先生から指摘があったように，

景観を支えている生活と生業はユネスコでも

大事にしようという話が出ています。その生

活と生業が，Society５．０によりどう変わっ

ていくのかということを考えておかねばなり

ません。車は，すでにガソリンを使わなくて

よいので，１万ほどあった部品をつくる業界

は１／３あるいはもっと減ることとなります。

さらにガソリンスタンドも廃業となる。今後

は，自動車産業も個人のスタイルに合わせた

一品毎の注文生産に近いものに置き換わって

いきます。そうなると，急速充電器などの工
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場を除き，大工場は必要なくなります。車は

コモディティ（一般的商品）としては変化し，

西陣の町家などでもつくれるようになるかも

しれません。そういったところに，ICTの技

術者やデザイナーが集まり，ネットワークで

ものづくりをする時代が来るかもしれません。

見えている景観の背後にある生業が変わって

いく，その変わっていく先を見越した政策が

必要となります。 

西陣織などの伝統産業や鈴鹿さんのお仕事も

そうですが，デザインで変わります。このデ

ザインの流れ，世界的な大きな潮流が京都か

ら作り出せるようになっていければと思いま

す。つまり，京都が持っている様々な工芸的

デザインを，人工知能等を活用し，新しいグ

ローバルな業界に展開していくイメージです。

クリエイティブな仕事をする人たちが集まる

都市を目指す，そのマグネットをどうつくり

出すか，そのマグネットの一つは，間違いな

く自然景観であり，文化的景観です。 

町家は，そこで培われた職人の暮らしぶりが

生きています。そういったものに引き寄せら

れた人々に新しい仕事を提供できるインキュ

ベーション（孵化器，起業支援）があり，大

学や既存の産業，行政が支援していける環境

を，都心のかつての伝統産業が集積したエリ

アで展開するイメージを考えています。これ

をスーパークリエイティブ•シティと言って

もいいし，レジリエント•クリエイティブ•シ

ティと言ってもいいと思います。 

京都というまちは歴史的に文化の力で危機を

乗り越えてきました。応仁の乱の後に再興し

たのは祇園祭，町衆の持っている文化力でし

た。京都のまちの中に潜んでいる先端面を引

き出す政策が大切です。 

また，冒頭に市長が，２０周年を迎える京都

議定書とパリ協定について言及されましたが，

２０３０年までに地球環境をさらに改善しな

いと人類が住めなくなるため，今，国連は

SDGsという持続的発展目標を１７つ掲げて

います。その中の１１番目が，創造的でレジ

リエントで，社会包摂的な都市•地域をつくる

ことです。例えばそれを京都が世界のトップ

として掲げていく目標設定もあるのではない

でしょうか。 

門内：日本では科学技術で新たな都市ビジョ

ンを語る傾向にありますが，京都はむしろ文

化で危機を乗り越えていくということですね。

現代はものづくりでも多様化が進んできてお

り，大量生産•大量消費ではなく，特定の人に

特定のエクスペリエンス（経験）を与えてい

くということ，価値を作り出すことがデザイ

ンの目標になっています。さらに社会をデザ

インしていくことが非常に大切で，その結果

として現れてくるものが景観なのではないで

しょうか。 

鈴鹿：活力がある都市とない都市とでは，全

然魅力が違います。先日もヨーロッパで色々

なまちを見てきましたが，パリなどは景観も

いいですが，歩いているだけで活力が感じら

れます。一方，歴史的な建物等が残っていて

素敵なまちでも，旧市街には観光客のための

お店しかなく，人々の生活が見えて来ないこ

とがあります。そういった町はどこも同じよ

うな場所に思えてしまい，特徴が感じられず，

「有名な建物は見たけれど，どのまちだった

かな」ということがあります。文化•経済の担

い手になる方が集まるまちになればというお

話がありましたが，これもやはりパワーのあ

るまちだったら来てくださるのではないかな

と思っています。 

また，これまでの色々な資料などを拝見して
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いると，各地域地域の特徴というお話が挙が

っていました。京都は，通りの名前でどんな

店が集まっているのかが分かる様になってい

ます。これは，お商売をする我々にとっては

大事なことで，現在ではどこでもお商売はや

っていけそうなものですが，昔から続いてい

る店は「領分」というものを大事にしており，

私自身も経営に携わるに当たり父から言われ

てきました。お菓子屋さんではあるが，その

中の「八ッ橋」という領分でやっていきなさ

いということです。これは一見，閉鎖的で，

全然発展しないのではないかと思われがちで

すが，私は逆だと思っています。それぞれの

領分でプロを目指すからこそ，他の分野には

手を出さず，自身の専門分野で伸びていくこ

とができる。そして，専門的な技術を持った

方がたくさんいらっしゃるからこそ，いざ「こ

ういうことをしたい」と思ったときには，そ

ちらの専門の方にお伺いに行って，「うちでは

こういうものをつくっていきたいけれども，

一緒にやりませんか」というお話になる。そ

れを抱え込んでしまって，相手に利益を取ら

せないように自分のところでしようと思うと，

中途半端なものになります。相手の技術を信

頼しているから，コラボレーションが生まれ

るのです。これは，伝統産業内だけではなく，

新しい企業と伝統的な企業との間でも，京都

ではどんどん起っていることではないかなと

思います。西陣織が海外の高級ブランドの壁

紙に使われるような変化をとげていくことが

できるのは，互いを一流であると認めあって

いるからで，これは，やはり，その場所でず

っとひとえにそのものをつくり続けてきたと

いう場所の特徴もあってこそだと思うのです。

それぞれが誇りを持って，それぞれの分野の

仕事ができる環境というのが自然に京都には

あるので，それを景観の面でも，適した場所

でされているところは守っていくようにして，

どんどんプロフェッショナル，技術を磨いて

いくことができれば，そこを中心におもしろ

いアイデアを持った方が世界から集まって来

られるのではないかなと思っています。 

門内：コラボレーションを英英辞典で引くと，

「敵とでも手を結ぶ」という面白い解説があ

ります。味方だけでやっているのは馴れ合い

だけど，敵とでも手を組んで，リスクを負い

ながらやっていくことがコラボレーションの

本義であるとされています。そういった真剣

勝負ができる人が集まれる場所が大事だと思

います。 

鈴木：都市や町並み，人々の営み，生業の活

力という文脈で申し上げますと，ただしこれ

は経営者の効率主義のように聞こえるかもし

れませんが，資産の新陳代謝，入れ替えとい

う問題にも当てはめられないでしょうか。入

れ替えというのは，役割を終えた，あるいは

使っていない資産をあえて捨てることで，そ

こに新しいものを創っていくという意味で申
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し上げています。限られた都市域をいかに未

来に向けて活用していくかという点において

は，こういう入れ替えというのは必要ではな

いかと思います。 

当社の本社の敷地には明治時代から続く古い

煉瓦造りでノコギリ屋根の珍しい工場群があ

りましたが，数年前にその内の半分を壊しま

した。古い建物の使い道がなかったのです。

ノスタルジックに考えると，「そんな珍しい古

い建物を取り壊すなんてもったいない」とな

りますが，思い切って壊して，近代的な研究

開発施設をつくりました。もちろん，壊すだ

けではなく，研究者に調査してもらい，どの

ような設計，材料で造られたのか，部品を一

つひとつ研究し，その展示室を作成し，後々

に記録を残していくこととしました。その上

で，未来に向けた新しい価値の創出のための

技術研究所を建設しました。これは企業の話

ですが，そういった生まれ変わりの考え方も

都市の活力を維持する上では大切なことでは

ないでしょうか。 

門内：御指摘のように，「生まれ変わり」は重

要です。例えば，富士フイルムという会社は，

デジカメが主流になり，フィルム産業では生

き延びられないので，それまでの技術を用い，

化粧品産業に進出しています。これまでの技

術，あるいはＤＮＡのような形で精神を引き

継いで老舗が全く違う形で発展していくこと

が大切です。 

Ｊ•ジェイコブスは「どんな都市でも元手にな

る資源がある」と述べています。例えば，ベ

ネチアは塩をコンスタンティノープルに売る

ことで，それを元手に様々な産業を生みまし

た。また，コペンハーゲンは，ニシンを元手

に都市を発展させました。その証拠に，証券

取引所のエンブレムには未だにニシンが飾っ

てあります。生まれ変わるときにも，そこに

ある資源は大切で，それを始動資源として発

展していくということが重要ではないかと思

います。 

佐々木：生まれ変わる際，何を保存して，何

を創るかが企業にとっても，都市にとっても

個人にとっても重要です。『ライフシフト』

（リンダ・グラットン他著）という本による

と，これまで人生５０年６０年で考えていた

ため，６０歳定年が通例でした。しかし，１

００歳を超え平均寿命が伸びていくと，当然，

６０歳で定年とはいかなくなり，途中でどん

どん仕事が変わっていくことになるため，

「変身資産」というものが大事になるとされ

ます。フレキシブルに自らを変えられないと

１２０年耐えられないのです。それはクリエ

イティブに生きるということと同義です。 

では，都市において「変身」とはどのように

行われるのでしょうか。これは市民が決める

ことであり，合意していくことでしょう。例

えば，歴史的な市街地を保存する場合，保存

のなかには静態的保存と動態的保存の二つの

考え方があります。前者は，生活や生業を変

えずに行う保存であり，後者は目に見える高

さや色は合意に基づいて決めて，内部はどん

どん変えるという方法です。イタリアのボロ

ーニャは動態的保存に着手しました。職人達

が住むエリア（アルティジャーニ）は伝統的

な工房がある一方，先端的な研究をするラボ

に変わっているところもあります。人々が長

年愛着を持ってきた景観を守るときは，その

合意形成が大切です。専門的に言うと，ボロ

ーニャでは，素材から残す科学的保存を図る

レベルと，素材は現代のものに変えても形や

色彩は残すレベルと，ファサードだけ残すが

中は好きに変えてもいいレベルという３つの
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レベルがきちんと建物毎に決まっており，皆

さん納得ずくです。そして，爆撃等により甚

大な被害を被ったエリアは，合意のもと最先

端のものに置き換えていくというやり方を

とっています。これが創造的な手法であると

考えます。 

京都の場合は，残すべきエリアと改変して

いくべきエリアの市民的合意が比較的とり

やすいのではないでしょうか。保存のレベ

ルも今後，具体的に研究していけば良いと

思います。 

門内：人間というのは過去が全部消えてしま

うとアイデンティティが分からなくなり，安

心して未来に飛べないということもあるし，

かといって過去に縛られすぎると新しい未来

が開けません。そのあたりを継承しながら発

展させないといけません。雑談のようになり

ますが，子どもが成長し受験期を迎えると，

本棚の本をどう入れ替えるかという問題が起

こり，それは「開発と保存」ではないかと思

っています。漫画本を受験の参考書に置き換

えていくことを，どのくらいの割合で替えて

いくとうまくアイデンティティが継承される

かということは，子ども部屋の開発と保存計

画でもあります。必要なものを受け継ぎなが

ら，発展，ジャンプしていくことが重要です。 

京都の場合，残すもの，歴史的資産が多く，

迷いやすいのですが，ジャンプする可能性が

大変高いまちではないかと思っています。持

続可能性とは，まさにそういった問題です。 

金田：持続可能性は，景観においても重要で

す。少し違う観点から話をすると，イタリア

のナポリはまち中に遺跡があり，典型的なも

のは外形もそのままで残しています。ナポリ

東洋大学は，遺跡の上にも大学があり，講義

室の横には遺跡の石があって，学生はそこに

腰かけて話しを聞いたりしています。これは

極端な例で，京都の場合，このような遺跡は

ありませんが。先ほどから話題に出ていた資

産の入れ替えは，即ち，機能の入れ替えとも

いえます。先ほど紹介された四条通の屋外広

告物規制はある程度成功していると思います。

さらに，車線規制をして，新しい四条通にし

ている。これは，四条という都心の機能を維

持するため，あるいは質を良くするためにや

っていることで是非成功してほしいと思いま

す。景観の規制もそうですが，いかにその都

市らしいものを大切にするか，それを潰して

しまうと資産がなくなりますから，大事にし

ながらその質を高めるために何らかの施策が

必要になります。 

また，景観の場合は，成果がでるまでに時間
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がかかるため，続けるということが非常に重

要ですので，良い理念であるということと，

その理念に基づき続けることの両方が大切だ

と思います。その良い理念というのは，資産

を大事にするということです。 

例えば，大阪には道修町という製薬業のまち

があります。日本の製薬業は生薬が発展し，

現在の製薬会社となったものが多いのですが，

それ以外にも色々な系統がありまして，例え

ば，製塩業のニガリ生産が発展し，製薬会社

になったものもあります。きっかけとなる「何

か」をどのように活かすか，発展させるかが

重要なのです。 

門内：非常に重要な論点は，景観というのは

自身の敷地の中だけでいくら頑張ってもでき

ないということです。そういう意味では，社

会をつくることもそうですが，新しい時代に

おいては，色々な人が協働しないとできない。

だから，都市景観は，京都に関わっている人々

の協働の作品なのですね。この素晴らしい京

都の景観という芸術作品をどのようにして皆

でつくり上げていくか。共同体として，コミ

ュニティとして，景観づくりを行っていくこ

とについてはいかがでしょうか。 

鈴木：かつてアメリカに勤務していたとき，

美しい町並みを維持するためにそれぞれの

庭園の管理に互いが協力するというコミュ

ニティに住んでいました。あるとき，私が

住んでいた家のスプリンクラーが故障し，

前庭を枯らしてしまいました。すると，近

所のおじいさんに「おまえの前庭は私たち

の景観を損ねている」とひどくしかられた

のです。私も申し訳なく，すぐに庭師に来

てもらい，解決し，きれいになったところ，

そのおじいさんがまたやってきて，褒めら

れたという経験があります。 

そういったコミュニティの意識は，アメリカ

などが強いのではないでしょうか。日本では，

他所の家のことは放置して何も言わないとい

うところがあります。もう少し，いい意味で

近所にお節介や苦言を呈したり，行政も汚い

ものを放置しているところには罰金を課すな

どの対応が必要ではないでしょうか。 

門内：いわゆる狭い意味でのコミュニティだ

けでなく，パブリック•プライベート•パート

ナーシップ（ＰＰＰ）のように，異なるセク

ター間の連携も大切になっていて，景観づく

りのパートナーシップをつくらなければな

りません。新景観政策の基本方針の５項目に

もありますが，やはり，パブリックもプライ

ベートもコミュニティも一緒になって取り

組まなければ問題を解決出来なくなってき
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ています。 

鈴鹿：鈴木様が御指摘された点に，共感しま

す。昔はもっとお節介があって，住んでいた

人一人一人が周りに気を使っていたのではな

いでしょうか。京都では，御年配の方が「そ

んなことしていたら近所の方に言われるよ」

と仰いますが，それは近所との調和を考えな

いと浮いてしまうという指摘であり，「これは

言われるからできないわ」という暗黙の，周

りと調和を取っていこうという思いをそれぞ

れの人が持っていたからこそ，景観がきちん

と保たれてきたのではないでしょうか。ただ，

そうなると新しいものが生まれないのではな

いかというと，そうではなく，「何か言われる

かもしれないが，信念を持ってこうしたい」

と思った方が新しいものを創ってきたと思う

のです。どんどん新しいものも生まれながら

も，それが個人のわがままではなく，「ここで

はこういう新しいことが必要なのだ」と思っ

た方がしてきたのだと思います。最近では，

誰も何も言わないので，皆が好き勝手にやっ

て，お節介がなくなってしまったのかなと思

います。 

鈴木：広範囲のコミュニティといえば，アメ

リカのポートランドでは，広い地域の住民が

自分たちのまちのあり方を議論する会があり

ます。そこに行政や建築家などの専門家が入

り，都市格をどう上げていくのかということ

を日常的にレストランなどで話し合っていま

す。そこでは，住民一人一人がまちの明確な

ビジョンを持っており，そこで考え方をまと

め，行政等と調整していくという現場を目の

当たりにしました。これは，一つの考え方な

のではないでしょうか。 

門内：ヨーロッパではフューチャーセンター

というものがあります。面白い地域コミュニ

ティができていて，壁一面のホワイトボード

を使ってディスカッションし，地域コミュニ

ティの将来ビジョンを皆で描いて，それに向

け何をしなければならないかを議論してい

ますね。 

鈴鹿：それぞれが，自分たちのまちがどうあ

るか，どうしたいかを考えることが必要なの

かなと思います。ビジョンがあって，「うちの

まちはこんなまちだよ，こんなまちになった

のだよ」と言えると，人に誇りも出てくるし，

それが次の世代にも引き継がれていくと思い

ます。やはり住んでいる人が，「自分のまちが

好き」といえるまちになるのが一番ではない

でしょうか。 

佐々木：まさにその通りで，それを端的に表

しているのが，「Ｉ ＬＯＶＥ ＮＹ」のロゴ

ではないでしょうか。１９７５年，ニューヨ

ークは財政危機で，倒産しかけます。倒産宣

言をすると，銀行の管理下に入ってしまい，

ゴミ収集の回数も制限され，消防車も減らさ

れ，市立病院も閉鎖され，市立大学も有料に

なってしまう。その結果，まちが汚くなって

しまうのです。そこで，アーティストを中心

に起ったのが，まちをきれいにする「Ｉ Ｌ

ＯＶＥ ＮＹ」の運動です。 

そして，ＮＹに住み，クリエイティブなコミ

ュニティはこういうところだと書いていたの

がＪ・ジェイコブスです。彼女は自身が住ん

でいたハドソン・ストリートを実に活き活き

と描いています。彼女にとって，クリエイテ

ィブでないスペースは，高速道路や橋，一つ

の企業に占められている多様性のないブロッ

クで，路地など大きすぎない街路空間に，様々

な職種のひとが一緒に住んでいるところがク

リエイティブだと言っています。そこの良さ

は，一見，無秩序な集団に見えるけれども，
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その多様性をとりまとめるリーダーが上手に

コーディネートすると，インプロビゼーショ

ン（即興演奏）やセレンディピティ（偶然の

出会い）といった，思いがけない発想，はじ

めから考えていたことではない全く違うアイ

デアにつながるというところです。 

これからの Society５．０の社会では，幅広

い道路は必要なくなるので，京都がこれま

でに培ってきた狭い路地と町家の集まりが

あればクリエイティブ・コミュニティにと

っては十分です。また，ゲイ・レズビアン

に寛容であることも重要です。アメリカの

リチャード・フロリダという創造都市学者

は，「ゲイがたくさん住めるまちは，クリエ

イティブである」と言っています。少し違

うアイデアをもった人たちにも寛容で，路

地もたくさんあり，色々なタイプの人が住

んでいるところを大切にする，それがクリ

エイティブシティーです。 

金田：文化的景観は，文化財保護法の改正に

よりできた制度で，京都では「岡崎の文化的

景観」が選定を受けています。選定の際には，

岡崎の文化などを研究し，法律的な問題もあ

るため自治体も全面的に関与しましたが，何

より，そこに住まう人々がそれに同意したこ

とが重要です。声を上げるのは，自治体でも

研究者でも住民でもよいですが，最後には，

自治体と，価値を見つけ説明する人と，住民

の三者が歩調を合わせ，調和することが重要

だと思います。ケンブリッジの例を挙げると，

一軒一軒の家全てのデータが公開されてい

て，誰でも見られるようになっており，計画

するときの基礎データが必ずあります。合意

形成のときにはそれが非常に重要な基にな

っています。 

門内：まだまだ，論点は色々あります。例

えば，時間のデザインという論点もあるで

しょう。京都には，移ろいゆく美しさがあ

ります。あるいは，香りなど目に見えない

景観をどのようにつくっていくのかという

問題もあります。 

また，担い手を育てていくことも重要で，ド

イツでは小学生にもまちづくりの教育を行っ

ています。京都でも子どもたちをどのように

育てていくのかという問題があります。都市

風景の本を書いている内田芳明という研究者

は，都市をつくることは，「ただ経済的な富だ

けを求めるのではなく，美を基準に世界を作

り替えていく作業である」と言っておられま

したが，京都は，文化や美のなかに科学技術

や経済も巻き込んで新しい世界をつくってい

くことになろうかと思います。 

ちょうど終了時間となりましたので，これ

で「京都から考える これからの歴史・文

化・創造都市」のパネルディスカッション

を終わらせていただきます。ありがとうご

ざいました。
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閉会挨拶 京都市長 門川大作 

 

非常に良いお話を聞かせていただきまし

た。もう少し時間を取ってお一人お一人の

深いところも聞かせていただきたいと思い

ましたが，またの機会を楽しみにしていま

す。そして改めて，１０年前に深い議論の

うえ，多くの市民の皆様の御支援と議会の

全会一致で制定していただいた新景観政策

の深みを実感しています。 

６０年前に，京都市市民憲章で「わたく

したち京都市民は，美しいまちをきずきま

しょう。良い風習をそだてましょう。文化

財の愛護につとめましょう。旅行者をあた

たかくむかえましょう」といったことを定

めました。この間，バブル経済の時にはま

ち崩し的なことが行われましたが，京都市

民の力よって京都のまちは美しく保たれて

きました。 

この１０年の歩みの偉大さを実感します 

と同時に，活力ある京都でなければならな

い。日本の精神文化の拠点であり心のふる

さとでなければならない。都市をデザイン

していくことは人々の暮らしをデザインし

ていくことでもある。狭い意味での景観政

策ではなく，そのような大きなことを語り

合っていただきました。 

私は思います。景観というのは町並みだ

けではない。そこに歩く人の笑顔，笑い声，

子ども達の賑わいも大きな大きな景観では

ないでしょうか。そういう意味で，京都は，

古い歴史と伝統のまちであると同時に，未

来に続いていくまちでもある。この１０年

をしっかりと総括し，多くの人々の御意見

も聞きながら，そのような景観政策へと新

たに前進し，進化をさせていきたいと思っ

ています。これからもどうぞよろしくお願

いします。 
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５ 新景観政策１０周年記念事業を振り返って  
大阪芸術大学教授､京都大学名誉教授 

門内輝行 

 

２１世紀を迎えて，「景観」が都市・地

域づくりの重要な政策課題として浮かび上

がっている。直接の契機は，２００４年に

わが国で初めての景観に関する総合的な法

律である「景観法」が成立したことにある

が，その背後には，大量生産・大量消費に

基づく経済成長をめざす工業社会から，生

命を支える環境を大切にし，地域固有の生

活や文化を育む知識社会へという社会状況

の変化があり，その中で多くの人々が都市

の眺めに関心を抱くようになったという眼

差しの転換が潜んでいるのである。 

京都市の新景観政策は，言うまでもなく

こうした大きな社会的変化を背景として展

開されたものである。筆者は，景観政策の

フロンティアを拓く画期的な新景観政策に

は策定段階から関与するとともに，「京都

市美観風致審議会」「京都市優良デザイン

相談会」「歴史的景観の保全に関する検討

会」などの活動を通して，多くの政策の立

案・運用や景観評価等の実務に携わってき

た。今回の１０周年記念事業についても企

画段階から参画し，「特別鼎談」「京都市

景観市民会議」「総括シンポジウム」に基

調報告者やコーディネーターとして参加し，

４回開催された「連続講座」にも全て出席

し内容把握に努めてきた。 

これらの一連の記念事業を実施するに当

たって，「京都から考える これからの歴

史・文化・創造都市」という統一テーマを

設定したが，これは，歴史・文化・創造都

市としての京都の景観問題を京都「につい

て」考えるとともに，その成果を京都「か

ら」発信することを意図したものである。

そして，「景観を紡ぎ出すデザイン」「コ

ミュニティと景観まちづくり」「都市の活

力を生み出す景観」「景観・文化の継承と

創造」という４つのテーマを設定し，連続

講座を始めとする記念事業を実施した。 

これらのテーマは，新景観政策の基本方

針である「歴史都市・京都の景観形成のあ

り方」，すなわち，①“盆地景”を基本に

自然と共生する景観形成，②伝統文化の継

承と新たな創造との調和を基調とする景観

形成，③“京都らしさ”を活かした個性あ

る多様な空間から構成される景観形成，④

都市の活力を生み出す景観形成，⑤行政，

市民，事業者等のパートナーシップによる

景観形成から導き出したものである。今回

の記念事業では，これらの基本方針がどの

ように実現されてきたかを問うことにする。

なお，基本方針①は直接取り上げていない

が，景観は深く生命や風土に関わるもので，

全てのテーマの基底をなす重要な論点であ

ることは指摘しておきたい。 

本稿は，京都の新景観政策に関与してき

た筆者の立場・経験を踏まえて，一連の記

念事業の成果を振り返り，１０年間の新景

観政策の成果と今後の景観政策や景観まち

づくりのあり方を展望するものである。 

まず，①「景観」とは何かを問い直し，

「景観概念の広がりと奥行き」を確認した

上で，４つのテーマをめぐる重層的な対話

の成果について考察する。 

②「景観を紡ぎ出すデザイン」では，景

観というシステムの多層性・階層性につい
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て，③「コミュニティと景観まちづくり」

では，景観の秩序がそこで生活や生業を営

む人々のコミュニティのあり方と密接に結

びついていることについて，④「都市の活

力を生み出す景観」では，景観が文化を基

盤とする創造的な経済活動や新しい観光の

あり方に支えられていることについて，⑤

「景観・文化の継承と創造」では，景観は

過去の伝統を継承しつつ，未来を創造して

いくなかで形成されることについて，一連

の記念事業においてどのような議論が繰り

広げられたかを振り返る。 

これらの検討内容に踏まえて，⑥京都と

いう都市を多様な個性ある都市エリアの集

合とみなし，豊かな意味を内包する京都ら

しい景観を育てていくプロセスについて考

察するとともに，⑦新景観政策をさらに進

化させて，伝統的な景観を保存する「規制

法」から新たな景観を生成する「創造法」

へと拡張する可能性について展望する。 

 

（１）景観概念の広がりと奥行き 

人間が景観の中に生き，景観を知覚し，

景観を構成していることに目覚めたのは，

西欧諸国では近代以降のことである。ドイ

ツの地理学者Ａ・フォン・フンボルトは，

景観を，植生・土壌・川・湖・動物・人間

などの要素が一つの統一ある全体をなして

独特の性格を表すものとして捉え（山野正

彦：ドイツ景観論の生成－フンボルトを中

心に，古今書院，1998 年），イギリスの景

観論者Ｇ・カレンは，「ひとつの建物は建築

だが，二つの建物はタウンスケープである」

と述べて，景観の本質が要素間の関係にあ

ることを指摘している（G・カレン：都市

の景観，鹿島出版会，1975 年）。景観の概

念は，要素としての事物を超えて，要素間

の関係や要素の集合から創発する全体に深

く関わっているのである。 

特別鼎談，連続講座で繰り返し指摘され

たことは，景観には，視覚的な形態や色彩

だけでなく，目に見えない音，香り，肌理

等の五感に訴える全てのものが含まれると

いうことである。景観の本質は「見るもの」

にあるのではない。「景観」というより「景

色（けしき）」というべきであり，日本語の

「いろ」は目に見えない奥行きのあるもの

を意味している。景観の概念を「見る景観」

から「感じる景観」へと拡張し，暮らし，

経済・文化の営みの全てを含むのが景観で

あり，子どもたちが育ち，商いが繁盛する

景観をつくっていく必要がある。 

また，一日の半分を占める夜をいかに過

ごすかが問われる時代になっていることか

ら，夜間景観が重要な政策課題として浮上

していること，さらに景観には時間軸が入

っていることから，移動に伴うシークエン

ス景観や全方位に広がるシーン景観が注目

を集めていることも指摘されている。 

ちなみに景観法においても，良好な景観

は「地域の自然，歴史，文化等と人々の生

活，経済活動等との調和により形成される

もの」と規定されており，現れとしての景

観が背後にある自然環境，歴史文化，社会

生活，経済活動等と深く結びついているこ

とに言及していることも興味深い。 

 

（２）景観を紡ぎ出すデザイン： 
景観というシステムの多層性・階層性 

①現れとしての景観の記述 

景観の本質が要素間の関係にあることか

ら，景観は主体の関心や観点，周辺の状況

に応じて異なる現れ方をする。同じものを
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眺めていても，居住者と旅行者，歩行者と

車の運転者では違った景観を見ているし，

昼と夜，晴れの日と雨の日では異なる景観

が現れていることは明らかである。 

１９６０年代以降，高速道路や高層ビル

の建設などが進み，景観デザインの必要性

が増加し，景観研究が始まったが，そこで

は景観という現象を記述する様々な試みが

展開された（Appleyard, D. et al., The 

View from the Road, The MIT Press, 1964

など）。その後，形，色，イメージ，音，香

り，動きなどの記述が試みられ，多くの手

法が蓄積されてきた（K・リンチ：知覚環

境の計画，鹿島出版会，1979 年など）。 

こうした景観記述の試みは「景観工学」

へと発展し，可視と不可視，シーン景観と

シークエンス景観，囲繞景観と眺望景観，

仰瞰景と俯瞰景，凸型景観と凹型景観，近

景・中景・遠景など，視点（場）・対象（場）

の関係をめぐる多様な景観現象の記述（法）

が蓄積されている（中村良夫ほか：土木工

学大系 13 景観論，彰国社，1977 年）。 

②風土性の表現としての景観 

連続講座「景観を紡ぎ出すデザイン」で

は，景観工学の第一人者である中村良夫氏

は，「名都」の条件として「山水性」「シビ

ックセンター」「人間（賑わい，盛り場，人

物）」「名都の景観＝風土性の表現」を提示

し，風土をよく表すものとして「ニワ」と

「風物」が重要であると指摘した。 

ニワはニ（土）＋ハ（場）であり，かつ

ては共同体の行事・作業の場と山水の庭を

兼ねていたが，盛り場，京町家の通りニワ，

ノキバ，水辺のニワなども含まれる。名都

には魅力的なニワが必要である。 

風土の断片である風物は，京都というま

ちの風土性，市民性を表現し，風物詩の世

界を形成するものである。わけても人物は

風土の中心にある風物といえる。 

こうしたニワや風物が集まって，風土性

を表現する名都の景観が形成されるわけで

あるが，そのような景観を生むまちづくり

は，規制だけでなく，大らかな枠組みのも

とで，市民自らが担うほかはない。 

③新たな解釈に基づく景観の生成 

京都市美術館再整備工事の基本設計に携

わった建築家・青木淳氏は，日本の文化の

継承の仕方である「付合的継承」に注目す

る。これは一体感を持たせつつも完全には

一体化しない重ね合わせであり，「連歌」で

用いられる手法であるが，それを新旧の建

物の関係性のデザインに適用したのである。

こうしたプロセスの面白さは，事物そのも

のよりも事物の解釈（見立て）の斬新さや

事物に対する感受性を大切にするところに

ある。事物の解釈が新たな事物の生成へと

つながっていくからである。 

④景観というシステムのデザイン原理 

自然の景観，都市の景観は，英語ではラ

ンドスケープ（landscape），タウンスケー

プ（townscape）となるが，これらに共通

に含まれる「スケープ」（scape）には，語

源的に「形」（shape）という意味と「束ね

る」（sheaf）という意味が含まれている。

つまり，景観は本質的に様々な要素の集合

からなるシステムであり，要素の集合状態

が景観のあり方に深く関わっているである。 

これまでに筆者は，日本の伝統的街並み

の現地調査と分析を行い，魅力的な街並み

には「限られた数の要素の組合せから，無

限の景観のバリエーションを生成する仕組

み」が組み込まれていることを解明してき
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た（門内輝行：街並みの景観に関する記号

学的研究，東京大学学位論文，1997 年）。

これは音階から選択された音の組合せが美

しいハーモニーを生む音楽にも認められる

仕組みである。日本の街並みの場合，個々

の街並みは約３０の共有された建築的要素

のレパートリーから選択された要素の組合

せとして実現されており，その結果「類似

と差異のネットワーク」からなる共同体の

景観が形成されているのである。 

これに対して現代都市では，自分の敷地

内では法規制の範囲であれば何をしてもよ

いとする「敷地主義」が蔓延し，建物相互

の関係が失われ，美しい景観を形成するこ

とが困難になっている。魅力的な景観は，

個々の建物が自己主張するのではなく，互

いに他を生かすことによって生まれるもの

であることを銘記する必要がある。 

特別鼎談における鷲田清一氏の基調講演

では，こうした景観の美的秩序を生成する

上で，まちづくりには本質的に二つのジレ

ンマが存在するという重要な指摘がなされ

た。「計画性」と「自然発生性」，「ユニバー

サルなもの」と「ローカルなもの」という

二つの対立がそれである。 

個々の建物は計画的に設計できても，異

なる敷地に建つ建物の間には計画性がない

ことが多く，景観は自然発生的に形成され

ることになる。このような対立がまちづく

りには内包されている。それゆえ，伝統的

な町家の隣に高層のマンションが建つ事態

も繰り返し発生するのである。伝統的な建

物が建つエリアと現代建築が建つエリアを

分離するゾーニングを導入すれば，一見対

立は解消するように見えるが，それは問題

を回避しただけのことである。 

また，多くの人々は便利さ，快適さとい

ったどこの都市でも必要とされるものを求

めるが，それはその場所にしかないものが

失われていくプロセスでもある。このユニ

バーサルとローカルの対立は，近代化の過

程で歴史都市が直面する「開発と保存」の

対立の根底に潜むジレンマである。 

基調講演では，「これらは非常に難しいジ

レンマだが，考えることを引き受けなけれ

ば，都市はとんでもないことになる」「二項

対立・ジレンマのように見えるものが折り

重なり，都市に奥行き感がつくられる。美

しい景色は，対立する何かが何重にも折り

重なっている状態ではないか」という示唆

に富む指摘があったが，これはまちづくり

に関わる多主体の対話と協働の中でしか達

成されないものである。 

 

（３）コミュニティと景観まちづくり： 
景観とコミュニティの深い絆 

①コミュニティのあり方を映し出す景観 

景観は様々な要素の関係・総合として現

れてくるものであり，自然物と人工物，近

くのものと遠くのもの，自分のものと他者

のものなど，多種多様な要素が含まれる。

それゆえ，景観には人々に共有されている

自然観，コミュニティのあり方，都市の文

化的水準などが表出されることになる。 

この点について鷲田氏は，景観を考える

上でコミュニティのあり方が重要であるこ

とを繰り返し強調している。その空間が使

う人により，どれだけ大事にされ，どれだ

け敬意を持って使われているかが，景観の

気配や雰囲気，佇まいの良さを最後のとこ

ろで支えているというのである。 

京都市の新景観政策は大幅なダウンゾー

ニングを含む厳しい景観規制を伴う政策で
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あったが，それが多くの市民の支持を得て

制定されたこと，また１０年にわたって

様々な景観政策が推進されてきたことの背

景には，京都市長の門川大作氏が指摘して

いるように，市民力・地域力・文化力が息

づいていることは疑いを入れない。景観も，

市民がどう生き，いかにまちづくりに関わ

っているかにかかっているのである。 

②景観の公共性 

景観を一人でつくることはできない。美

しい景観は幾世代にもわたる多くの主体の

協働によって育てられていくものである。

このことから景観の最も重要な特徴の一つ

が「公共性」にあることが明らかになる。 

特別鼎談で鷲田氏は，屋根が隣地に入り

込んでいる京町家，セットバックした 1 階

にお店が並ぶ横浜の元町やスイスのベルン

の街並みなど，プライベートな空間とパブ

リックな空間が浸透し合っている状態が好

ましいと述べたが，景観の魅力が公共性に

あることを示す鋭い指摘といえる。 

先進的なまちづくりを進めている都市と

して注目を集めているアメリカのポートラ

ンドでは，個々の建物と道路との間にオー

プンな関係をつくり，そこにお店が連続す

るにぎわいのあるストリートを形成するこ

とに成功している（山崎満広：ポートラン

ド－世界で一番住みたい街をつくる，学芸

出版社，2016 年）。ミクロな景観の変化を

集積することで，マクロな景観を変えてい

く「タクティカル・アーバニズム」の手法

を実践している都市である（Lydon, M. et 

al.：Tactical Urbanism: Short-term Action 

for Long-term Change, Island Pr., 2015）。 

誰もが自由に過ごすことができる魅力的

なパブリックスペースは，都市における生

活の質を高める重要な要素である。街路，

広場，公園などの集合的消費手段が貧困な

日本の都市では，パブリックスペースの創

出は喫緊の課題といえる。自動車のなかっ

た時代には街路は美しい景観や豊かな人間

関係を育む場であったはずで，改めて景観

の公共性を問うところから，パブリックス

ペースのあり方を考える必要がある。 

③景観まちづくりの担い手 

景観の本質がコミュニティのあり方と深

く結びついているとすれば，コミュニティ

における景観まちづくりの担い手のあり方

を問う必要がある。連続講座「コミュニテ

ィと景観まちづくり」では，景観まちづく

りの担い手について，京都と大阪では大き

な違いがあるという指摘があった。 

京都のコミュニティに詳しい田中志敬氏

は，京都の景観まちづくりを「うなぎ屋の

秘伝のタレ」に例えている。京都の住民自

治では，少しずつ変化させながら守るもの

は守り，新しい要素を入れていくというの

である。これは計画論の文脈でいうと，政

治学者Ｃ.Ｅ.リンドブロムが提唱した「漸

進主義」（incrementalism）の方法である。 

京都における住民自治は，室町時代後期

の「町組」（町の連合体）に遡る歴史を有す

るが，「町組」は明治時代に小学校（地理的

つながり）を基盤とする「番組」へ，さら

に今日の「自治連合会」へと継承され，こ

の自治連合会が防災，福祉，景観などのテ

ーマに取り組んでいるのである。ただし，

こうした活動が人口の１％の役員と７％の

委員によって何とか守られているという現

状は，まちづくりの担い手の育成が大きな

課題となっていることを物語っている。加

えて，自治連合会に参加していない新しい
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住民の価値観が意思決定から排除される可

能性があることにも留意すべきである。 

④景観エリアマネジメントへ 

連続講座のもう一人のパネリストである

嘉名光市氏は，大阪でのまちづくりの経験

を踏まえて，「エリアマネジメント」の重要

性を強調している。大阪の都心部の「船場

での社会実験」や「水都大阪」のまちづく

り活動では，町会に所属する住民だけでは

なく，「働きに来る人」や「まちの魅力を味

わいに来る人」を担い手とする新しいまち

づくりの可能性を提示したのである。 

これらは大阪らしいまちづくり活動とい

えるが，こうしたエリアマネジメント活動

を持続可能なものにするために，大阪市が

２０１５年４月に国内初の「ＢＩＤ条例」

を制定したことは特筆に値する（BID は

Business Improvement District の略。エリ

アマネジメント団体を大阪市が認定し，地

域から得た共同負担金を活動費に充てる）。 

大阪の場合，良い景観がまとまって残っ

ているところが少なく，断片的に残ってい

るものに価値を見出し，それらを共有して

「まちの価値」を作っていこうということ

で，様々なエリアマネジメント活動が展開

されているのである。その根底には，公共

空間は町人が作って町人が管理するものと

いう大阪の遺伝子が息づいていることもあ

ると思われる。「生きた建築ミュージアム」

は，都市の歴史や文化，暮らしを物語る生

きた建築を収めるミュージアムとして都市

をとらえ，まちを巡る新しい建築の楽しみ

方を広める活動であるが，まちの価値を発

見する試みとして誠に興味深い。 

こうしたエリアマネジメントの活動を通

して，時代に合った枠組みが既存のものと

うまく重なりながら響き合い，新しい秩序

が生成されることになるのである。ここで

注目すべきは，活動に参加する人材が地域

とっても重要な資源になる点である。 

 

（４）都市の活力を生み出す景観： 
文化と経済，景観と観光の関係 

①都市の活力の意味 

「都市の活力を生み出す景観」は，新景

観政策の基本方針の中で，「京都は，歴史的

文化都市であるとともに，優れた伝統産業

や先端産業を有し，多くの市民が生活する

大都市であるから，景観の保全・再生と地

域経済の活性化の両立を図る必要がある。

居住者や来訪者の増加，優れた人材の集積，

地場産業・観光産業等への投資増大などの

都市活力の維持・向上を基本とすべきであ

る」として位置づけていたものである。 

 連続講座のパネリストである経済学者・

若林靖永氏が，都市の活力には「経済面で

の投資の有無」と「人間の健康的な生活」

の二通りの見方があると指摘しているよう

に，そこには経済的な豊かさとともに，生

命・暮らしの健全さや文化的な豊かさが含

まれていることに留意すべきである。 

②文化と経済，景観と観光の関係 

２０世紀の工業社会は物質的な豊かさを

追求していたが，２１世紀の知識社会では

文化的な豊かさが求められるようになって

おり，これからの経済は，文化と対立する

ものではなく，文化と深く結びついたかた

ちで発展していくものと考えられる。 

これまで都市における「開発と保存」の

対立は，しばしば「経済と文化」の対立と

して顕在化していたが，知識社会を駆動す

る経済には文化をインフラとして展開され

るものが多く，経済と文化が相互に連関し
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て発展していく創造的な都市が姿を現しつ

つある。そこでは，美しい景観は，観光客

はむろんのこと，新しい経済を担う創造的

人材を惹き付けるマグネットの一つとして

大きな役割を担うことになるのである。 

京都という都市の活力の源泉の一つは観

光であるが，観光に取り組む意義について

若林氏は，経済だけが主目的ではなく，「京

都の魅力の維持と創出」にあると指摘した

上で，景観を守り育てることは，間違いな

く京都の観光の礎になると述べている。 

また，照明デザイナーの面出薫氏は，照

明を文化として捉え，一日の半分を占める

「夜」の景観には都市の文化や市民の価値

観が映し出されるものであり，夜間景観が

未開拓の重要な観光資源となることに注意

を喚起している。そして京都の街あかりを

考える５つのキーワードとして，暖かいあ

かり，陰影礼讃，人間尺度，行灯のような，

エコ＋最先端を提案している。 

③風土・都市のアイデンティティと生活の

スタイル 

若林氏は，景観を長期的に見るとき，「風

土」に注目する必要があると指摘している

（佐佐木綱ほか：景観十年 風景百年 風土

千年－21 世紀に遺す，蒼洋社，1997 年）。

景観，風景が変わっても，そこに残るのは

風土であり，それが人の心に大切に受け継

がれるのである。そうした風土にこだわら

なければ，後世に残る都市にはならない。

人の心や都市の個性を大切にすることが，

新しい文化や都市の活力の創造につながる

からである。景観づくりでは，最適化原理

よりも個性化原理を重視すべきである。 

こうした都市のアイデンティティの重要

性については，鷲田清一氏が特別鼎談の基

調講演において，景色が良いと感じるまち

には共通して，人々の生活を貫く一つのス

タイルがあり（ドイツの「精密さ」，フラン

スの「優美」など），都市にはそのようなス

タイルを生み出す理念や価値観に基づく呼

びかけが必要であると指摘している。それ

ゆえ，京都の景観をつくることは，京都と

いうまちがどういった普遍的な価値を大切

にするかを考えることでもある。こうした

都市のアイデンティティや生活のスタイル

が都市の活力の源泉となるのである。 

 

（５）景観・文化の継承と創造： 
歴史・文化・創造都市の創生 

①文化と産業の息づく創造都市 

２１世紀の知識社会では，文化を基盤と

して発展する新しい経済の仕組みが台頭し，

「創造都市」（creative city）の概念が注目を

集めている。連続講座「景観・文化の継承

と創造」のパネリストである佐々木雅幸氏

は，創造都市とは「市民一人一人が創造的

に，働き，暮らし，活動する都市」である

と述べるとともに，豊かな文化が集積して

いるボローニャ，金沢，京都などの歴史都

市は，創造都市としても高いポテンシャル

を有していることを指摘している。 

例えば，ボローニャでは，職人的ものづ

くりが，伝統工芸からハイテクまで連続し

て行われており，多品種少量生産による付

加価値の高い製品が創り出されている。 

これからの社会，新しい経済は文化資本

により支えられる。文化資本，文化景観が

新しい産業やアイデアを持ってくるからで

ある。応仁の乱，東京遷都，第二次大戦な

どの転換期に文化を社会の基礎に再生して

きた「レジリエント創造都市」である京都

でも，経済的価値も含む幅広い文化政策へ
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と転換することが重要であり，景観政策も

その一環として位置づける必要がある。 

②伝統文化の再興における景観の役割 

 日本の伝統文化を再興する活動を展開す

る有斐斎弘道館の濱崎加奈子氏は，茶道や

伝統芸能などを実際に体験することが，伝

統文化の価値を理解する上で重要であると

指摘している。例えば，北野天満宮で「曲

水の宴」を再興し，日本的な和歌と当時は

最先端の漢詩を同時につくる「和漢朗詠」

の催しを実践してみることで，空間や景観

の向こうにある見えない文化の息づかいを

理解することができるというのである。 

伝統文化は空間や景観とともに存在する

ものであるから，伝統文化の価値を深く理

解するためには，伝統文化を包み込む空間

や景観を保存・再生することが不可欠であ

る。空間や景観が消えると，伝統文化を支

えていた美意識まで失われるからである。 

③景観・文化による新たな価値の創造 

これからの働き方は，大量生産システム

に基づく定型的な仕事（ラボーロ）から創

造的な仕事（オペラ）に転換する。 

働き方も長い人生の中で様々な「変身」

が求められるし，最先端の科学技術と古い

伝統文化を結び付けていく「学びの場」が

必要になってくる。そこで社会のインフラ

となるのは「文化」である。有形無形の文

化資源は資本であり，文化景観はそのうち

の一つである。創造都市は，優れた文化景

観を有する都市であり，歴史的な文化財か

ら未来型の文化資本まで，幅の広い文化財

に取り囲まれている都市である。 

日本は，芸術を「和」と「洋」に分けて

しまい，「和」は古く「洋」は合理的で新し

いという考えが景観にも現れている。茶の

湯では「和漢のさかいをまぎらかす」とい

う，境目をわからなくし，新しいものを入

れていく発想があったが，それがいつの間

にか忘れられてしまっている。 

伝統文化の継承と創造は，「型」の継承と

「型破り」のせめぎあいの中で行われる。

京菓子では，職人に少し無理な注文を出す

と，そこから新しいものが生まれる。新し

い文化の創造には，イノベーション（技術

革新）だけでなく，インプロビゼーション

（即興演奏）が不可欠である。創造は思い

がけない出会いや気づきから生まれるもの

である。多様な文化や人材が集積した京都

は，新たな価値を創造するインプロビゼー

ションが起きやすい創造都市といえる。 

 

（６）個性ある多様な都市エリアの集合と
しての京都の景観づくりのプロセス 

①京都のグランドデザインの構築 

歴史都市・京都では，自然，歴史，文化

等から生じる貴重な景観資源が至るところ

に分布しており，それらが相互に関連し合

って，通り景観，街並み景観，緑地景観，

眺望景観など，多様な特色ある景観が創発

的に形成されている。例えば，町家の集合

は，奥庭を連担させて街区内に緑地景観を

創発する。しかし，現行の大まかなゾーニ

ングでは，これらの景観を適切に制御する

ことは困難である。それゆえ，京都を従来

よりもずっと細分化された特色をもつ多様

な地域の集合からなる「モザイク都市」と

みなし，きめ細かく景観のイメージを決め

る必要があると考える（門内輝行：時を超

え光り輝く京都の景観づくりの展望，都市

研究・京都，20 号，pp.22-25，2007.3）。 

モザイク都市の考えは，多様な特色を持

った地域が限られた範囲に共存する「コン
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パクトシティ」，多彩な知識・技能を身につ

けた人々が働きながら暮らす「創造都市」，

自然環境に配慮した循環型社会の構築をめ

ざす「サスティナブルシティ」等の２１世

紀の都市ビジョンとも響き合うものである。 

コンパクトで個性的な都市エリアがネッ

トワーク化した，より豊かな全体として京

都の景観のグランドデザインを構築するこ

とは，景観規制を行う前提となる重要な作

業である。行政，市民，事業者，専門家等

が一体となって，この作業を推進すべきで

ある。景観を構成する建築物・緑地等はた

とえ私有財産であっても，景観は公共の財

産であるから，多くの人々が合意できるグ

ランドデザインを構築する必要がある。 

②個性ある多様な都市エリアの階層システ

ムとしての京都 

特別鼎談の中で，鷲田氏は「京都を（一

つの大きな）都市として見るのではなく，

小さなまちの集合体として見るとよいので

はないか」と指摘しているが，これは「モ

ザイク都市」と響き合う考え方である。 

こうしたまちづくりを進めていくとき，

まちのスケールの設定が重要である。京都

の場合，条里制街区の一辺は約１２０ｍで

あり，そこに間口約５ｍの町家が道の両側

に並び，全体で約５０軒が小さなまちを構

成することになるが，これは日本の伝統的

集落の規模と一致するのである。これらの

小さなまちが集まってより大きな都市エリ

アを構成する。自治連合会が統括する元学

区の都市エリアなどがその例である。さら

に，それらの集合が三山と鴨川・桂川とい

った自然とともに京都の全体を構成してい

るのである（三村浩史：地域共生の都市計

画，学芸出版社，pp.84-86，1997）。 

以上のように，京都という都市は，ヒュ

ーマンスケールの都市エリアの階層システ

ムとして理解すべきである。都市エリアに

関わりのある多主体の対話と協働に基づい

て，固有の地域資源を活かした特色ある景

観を育てていくとき，京都は個性ある都市

エリアの集合体となる。その結果，京都に

は多様性を内包する豊かな全体性を有する

魅力的な景観が創生されると考える。 

③景観を育てるプロセス 

歴史性と総合性を備えた景観は意図的に

作れるものではなく，庭に咲く植物や花の

ように育てるべきものである。景観づくり

の基本は，先行する世代から受け取ったも

のを大切にし，傷んだところは修復し，各

時代の成果を付け加えて次の世代に渡すこ

とである。こうしたプロセスを通して，自

然と人工，個と集団，伝統と創造等が共存

する美しい景観が育まれていくのである。 

景観づくりのイニシアティブは，そこで

持続的に生活を営む市民が担うべきもので

ある。景観問題を解決するためには，景観

規制だけでなく，きめ細かく分節された地

域ごとに，個々の都市エリアに即して景観

づくりを行う必要がある。景観行政の課題

は，グランドデザインで定められた地域ご

とに，好ましい景観を創出する規則を明確

にするとともに，市民，行政，企業，専門

家等がパートナーシップを組み，ワークシ

ョップ等の手法を活用しながら，景観のデ

ザイン・評価について対話と協働を可能に

する仕組みを構築することである。 

ヒューマンスケールの都市エリアにおけ

る景観づくりは，参加した人々の景観を評

価する能力を養うことになる点にも留意す

べきである。特に，子どもたちに対して，
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身近な景観を題材とした優れた環境教育の

場を提供することは疑いを入れない。 

④保全・再生・創造のダイナミズム 

景観・文化の保全と開発，継承と創造の

関係については，これまでも様々な議論が

あった。こうした経緯を踏まえて，新景観

政策１０周年記念事業の実施にあたり，景

観・文化の保全・継承にとどまらず，新し

い創造を含む議論を展開したいと考え，「こ

れからの歴史・文化・創造都市」という副

題を設定したのである。 

総括シンポジウムでは，京都を代表する

企業からパネリストに出ていただいたこと

もあって，未来を展望する議論が活発に繰

り広げられたことは特筆に値する。 

鈴鹿可奈子氏（聖護院八ッ橋総本店）は， 

和菓子「八ッ橋」の見た目を変えて提供す

る運動を展開した結果，「見え」が人に与え

る印象の大きさを実感したという。それを

踏まえて，昔の人々の知恵が宿るもとの建

物に新しいものが馴染んでいくというのが

理想的なのではないかと指摘する。 

昔から続いている店は「領分」を大事に

している。それぞれが領分を守り，相手の

技術を信頼しているところに，コラボレー

ションが生まれる。これは新しい産業と伝

統産業の間でも起っていることである。 

また，鈴木順也氏（NISSHA，京都経済

同友会代表幹事）は，経済や経営のポイン

トは資産や経営資源であり，それをいかに

経済的な価値に置き換えるかということが

重要であるという。京都には長い歴史の中

で育まれた産業・学術・文化などの多くの

資産があるが，都市が持続的に発展してい

くためには，これらの資産を原動力として

いく必要がある。そこでの議論は，古いも

のの保存や維持に限定されるべきではなく，

資産が基となり多様性に富む人材や情報，

資金が世界から京都に流入してくるといっ

たモデルを構築していく必要がある。 

限られた資産を未来に向けて活用してい

くためには，資産の新陳代謝，入れ替えは

必要である。都市の活力を維持する上で，

生まれ変わりの考え方も大切である。 

 

（７）景観政策のフロンティア： 
規制法から創造法へ 

①規制法による景観コントロール 

山紫水明の豊かな自然に恵まれ，古代か

ら現代に至る様々な時代の文化を蓄積して

きた京都は，景観保全に先進的に取り組ん

できたが，２０世紀後半の乱開発により美

しい景観が次々に失われ，都市の存立基盤

さえ揺らぐ重大な危機に直面してきた。そ

こでは，国家の法律や制度さえも歴史的景

観の破壊に繋がることも少なくなかった。 

これに対して２００４年に制定された

「景観法」は，国は景観についての理念や

大きな枠組みを示すにとどめ，何が良好な

景観であるかについては各景観行政団体が

決めることとしており，地域の個性を踏ま

えた景観規制のあり方を提示した。それを

踏まえて２００７年に実施された京都市の

新景観政策では，共通のデザイン基準に加

えて，地域別の基準を設けることにより，

景観コントロールを推進してきたのである。 

一般に規制法による景観保全は，なかな

か効果が上がらないものであるが，京都市

が２０１２年度から推進した「屋外広告物

の適正化」は，徹底して規制法を実行する

ことがすっきりとした都市景観を生み出す

ことに成功した特筆すべき事例である。 

新景観政策に基づく厳しい景観規制によ
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り，新しい開発が抑制され，京都全体の経

済が落ち込むのではないかという批判があ

ったが，その後の検証では，住宅地の平均

価格，商業地の最高価格，新設の住宅着工

数などに，大阪市・神戸市と比べて特異な

傾向は認められない。また，「京都の個性的

なまちなみ景観が守られている」と感じる

市民が増加し，観光客数も３年連続で５５

００万人を維持していることは，規制法が

一定の成果を上げていることの証といえる。 

②規制法から創造法への進化 

都市に活力をもたらすためには，景観の

保存・再生だけでなく，新しい景観の創造

が必要である。しかし，新景観政策は，景

観の形態をコントロールする「規制法」が

中心となっており，相当の効果をもたらし

ているとはいえ，まち全体を活き活きとし

た場所にしていく中で，新たな景観を創り

出すことに貢献する「創造法」になってい

るわけではない。これからの歴史都市・京

都における景観政策の課題は，規制法を創

造法へと進化させることである。 

景観を構成する各要素の背後には異なる

所有者や管理者がいることから，要素間の

関係を形成するためには，多主体の対話に

よるデザインが不可欠となる。景観は様々

な主体が協働して制作する芸術作品なので

ある。そのため，美しい景観を創造する実

践は，生活の質を高める総合的なまちづく

りを展開するとともに，広い意味でのコミ

ュニティづくりを推進する営みとなる。 

京都の景観づくりでは，継承と創造のバ

ランスをとることが重要であり，規制法と

創造法を組み合わせることが求められる。

それゆえ，創造法を開発することは，景観

政策における喫緊の課題なのである。 

③総合行政としての景観政策 

今回の一連の記念事業を通じて，景観と

いう問題が，目に見えない音・匂いや佇ま

い，時間の変化や四季の移ろい，人々の感

性や価値観，コミュニティのあり方，文化

と両立する新しい経済の考え方，個性ある

都市を生み出すまちづくりの仕組み，都市

の文化的水準，さらに都市の持続可能性を

根底から支える生命や風土など，現代社会

の多くの課題が交差する結節点にあること

が明らかになったと考える。 

こうした複雑な景観問題の解決に役立つ

景観政策の将来展望としては，景観を生成

するシステムに関わる創造法を構築するこ

とが課題となるが，そこでは，洗練された

生活文化の継承，京町家や伝統的街並みの

保全・再生，寺院・神社を含む文化財の保

全・再生，交通システムの整備，歩けるま

ちづくりの推進，伝統産業・観光産業の継

承と発展，先端産業や知識産業の育成，木

造建築技術や造園技術の継承，微気候の制

御，森林・緑地の維持管理，河川・水路網

の整備，ヒートアイランド等の環境問題へ

の対応など，多岐にわたる問題に並行して

取り組むことが求められる。 

このように，景観づくりは，関係部局が

縦割り行政の限界を超えて，総合政策とし

て取り組むべき課題なのである。 

④ハーネシングとしての景観政策 

景観を育てるプロセスにおける問題は，

ミクロな都市エリアにおける市民主体の景

観づくりを積み重ねていくボトムアップの

プロセスが，マクロな京都の都市景観のア

イデンティティ（京都らしさ）の創発に繋

がるかどうかという点である。 

 現在の京都の新景観政策では，この問題
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を解決するために， ６つの美観地区と２つ

の美観形成地区を指定し，建築物のデザイ

ン基準を設けることによって，トップダウ

ンによるコントロールを行っている。しか

し，この方法では，地区の分類の仕方が大

まかであり，デザイン基準もきめ細やかさ

に欠ける面があるため，ボトムアップの景

観づくりを抑制してしまう可能性がある。 

 そこで，自律分散的にミクロな都市エリ

アの景観づくりに取り組む人々やコミュニ

ティの活動を支援することにより，マクロ

な都市景観のアイデンティティを誘導する

ことが，景観政策の役割としてクローズア

ップされる。これは，最近のシステム制御

工学では「ハーネシング」（harnessing）と

呼ばれている方法である。ハーネシングと

は，元来，馬を銜（くつわ）や手綱でコン

トロールすることを意味するが，景観づく

りの文脈で言えば，個々の都市エリアの活

動をさりげなく支援するということであり，

広い意味での「誘導」といえる。 

⑤景観政策の目標・理念と都市ビジョン 

景観政策としては，ハーネシングによる

誘導が向かうべきマクロな方向づけも重要

である。京都市では，景観政策を含む各種

政策を統合する目標・理念として，次のよ

うな都市ビジョンを定めている。 

京都市は，１９７８年，京都がめざす都

市のあり方を「世界文化自由都市」として

とらえ，これを世界に向けて宣言している。

この理想を実現するために，１９８３年に

伝統を生かしつつ未来に向かっていつも活

き活きと創造を続けるまちをめざし，「京都

市基本構想」を策定し，２１世紀を迎えた

２００１年には，２０２５年までの京都の

グランドビジョンを描く新たな「京都市基

本構想」を策定している。ここではまちの

基盤づくりとして，①生活の利便性・快適

性に優れ，生活に潤いのある住み心地のよ

いまち，多様な経済・文化活動を支える基

盤のしっかりしたまちをつくること，②地

域の個性や自然的・歴史的条件を十分に考

慮して，「保全・再生・創造」を基本とした

まちづくりを進めることが示されている。 

さらに，２００３年からは，日本の財産

であり，世界の宝でもある京都の景観，伝

統，文化を守り，育て，大切に未来に引き

継ぎ，その魅力を内外に発信していく取組

である「国家戦略としての京都創生」を国

に提案するとともに，自ら推進している。 

以上のような都市ビジョンは行政がトッ

プダウンでまとめたものであるが，ボトム

アップの景観づくりから浮かび上がってく

る理念を含む市民の合意に基づく都市ビジ

ョンを描き出すことも課題となる。 

さらに国の第５期科学技術基本計画は，

狩猟社会，農耕社会，工業社会，情報社会

に続く超スマート社会を「Society 5.0」と

呼ぶビジョンを提示し，都市空間は人々が

快適で活力に満ちた質の高い暮らしを送る

人間中心の社会をつくる「情報空間と物理

空間が高度に融合した空間」（CPS: Cyber 

Physical Space）になると予想している。

そこでは景観は，意味づけられた生活世界

を創造する上で，これまで以上に重要な役

割を担うことになると考える。 

これからは，京都市は，歴史的な景観を

継承するとともに，優れた景観を新たに生

成することを可能にする「創造法としての

景観政策」を整備し，世界に冠たる歴史都

市・京都の都市ビジョンを実現する景観づ

くりを力強く推進していく必要がある。  
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